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パゥル・ハ・カー著「現代ヒンディー語に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若干の助動詞の機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溝

おける

について」

上 出　　　　ロ　セ

　田
夫（訳註）

pAuL　HAcKER：Zur　Funktion　einiger　Hilfsverben

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　im　rnodernen　Hindi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

tibersetzt　und　erlautert　von　Tomio　MIZOKAMI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しロ　　Dieses　Referat　ist　d圭e　Ubersetzung　der　Abhand韮ung，，Zur　Funktion　einiger　Hilfsverbe且

im　modernen　H呈ndi‘‘von　Dr．　Pau圭Hacker，　wohlbekannter　Indologist　und　zur　Zeit　Professor

an　der　Universitat　M甑ster，

　　Diese圭m　Jahre　1958　geschriebene　Abhand韮ung　wurde　herausgegeben　von　dem　VERLAG

DER　AKADEMIE　DER　WISSENSCHAFTEN　UND　DER　LITERATUR　IN　MAINZ。
D1ese　Abhandlung　besteht　aus　XII亙Kapiteln　und　92　Se1ten，　und　behandelt　haupts　h’　clilich

zehn　Hilfsverben，　d．　h．　denci，　len　cZ，　ja　zcl，伽4，ρar7zCt，　z崩磁，躍厩，6畷乃嘱oα♂嘱pan　cl．

（Die　Leser　werden　gebeten　zu　beachten，　daB　ich　den　Text　in　zwei　Te呈1e　tei重end　itbersetzen

muBte，　da　der　Rauln　f這r　diese員Artikel　beschrankt玉st．　Die　Tei｝e　von　VI．　bis　XIII．　werden

呈nder　ngchsten　Nummer　erscheinen．　Biもliographie　wird　auch　in　der　n銭chsten　Nummer

herausgegeben　werden．）

　　Hilfsverben　im　Hindi　sind　sehr　mannigfach，　komp重iziert，　und　schwer　zu　fassen；deshalb

waren　viele　Punkte　nicht　aufzuklaren．　Die　Funktionen　solcher　schwierigen　Hi王fsverben

hat　man　als，，lntensiva‘‘klassifiz三ert，　und　viele　Grammat三ken　scheinen　dieser　A且gabe　blind

gefo王gt　zu　sei且．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　Der　Verfasser　aber　warf　viele　Fragen　dartiber　auf，脇tersuchte　und　analysierte　d玉e　Fun－

ktionen　der　acht　Hi王fsverben　sehr　ausf琶hrlich，　die　1皿an　als　，，lntensiva‘‘　klass圭fiziert　hatte，

und　auBerte　se三Re　e三gene　Auffassung．　Sie　ist　sehr　merkwtirdig　und　so正lte　von　deA　heutigen

Wissenschaft圭ern　des　I｛indi　angenomrnen　werden．　Darum　ist　es　notwend圭g　fUr　alle　Lehrer

und　Sch慧1er　dieser　Sprache，　se圭es　Indier，　Eui’oph’er　oder　japaner，　d玉ese　Abhandlung　zu　lesen．

　　Ich　habe　diese　Abhandlung　ins　Japan三sche　Ubersetzt　u鷺d　einige　Stel圭en　des　Textes　auf
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　　Japanisch　erlautert，　damit　auch　japanlsche　Leser　sie　lesen　k6nnen．（Erlauterungen　vo㎜

　　Ubersetzer　sind　mit　Zeichen＊bezeichnet　gegeben呈m　Anhang．）

　　　　王ch　m6chte　meinen　herzlichen　Dank　Dr．　Paul　Hacker　sagen，　der　mir　mit　Vergn廼gen

　　erlaubte，　seine　Abhandlung　ins　Japanische　zu　Ubersetzen、　Der　Ubersetzer　strebte　da照ch，

　　m6glichst　treu　aus　der　deutschen（Ubersetzung　aus　dem　Hindi）ins　japanische　zu琶bersetzen，

　　aber　in　Betracht　der　Verwandtschaft　des　Hi且dis　und　des∫apanischen－insbesonders　bel　den

Sprachlichen　WendungeR－9三bt　es　oft　Falle，　wo　es　besser　w議re，　wenn　der　Text　direkt　vom

　　Hindi　ins　japanische　Ubersetzt　w積rde．　In　diesen　Fallen　hat　der　Ubersetzer　nicht　ilnmer

　　dle　Urform　des　Deutschen　beachtet，　sondern　direkt　vom　Hindi　i鷺s　Japanische廿berse士zt．

　　Einige　Professoren　des　Deutschen　an　der　Fremdsprachenhochschule　Osaka　und　einer

　　anderen　Universitat－von　denen　ich　Prof．　T．　Akasaka，　Prof．」．　Otomasa　und　Prof．　K．　Azuma

　　insbesondere　nennen　m6chte－haben　mir　geholfen　beim　Verstandnis　der　Textstellen，　weil

　　melne　Kenntnisse　der　deutschen　Sprache　nicht　so　sicher　sind．　Ich　bin　auch　ihnen　sehr　dankbar：

　　ohne　ihre　Hilfe　wljre　meine　Ubersetzung　unm6glich　gewesen．　Zwar　haben　sie　mir　mehrere

　　Vorschlagen　gemacht，　aber　der　Ubersetzer　ist　f“r　alles，　was　hler　steht，　verantwort王ich．

序 言i

　　1．助動詞一すなわち，それ自身一定の活用をし，他の動詞の不定形と組み合わされるもの一

はヒンディー語にあっては，多様な働きをする。まず，hond「～である」をとると，それはし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ばしば，ある種の時制や「法」を作るために共に作用するという形式的な機能を有するにすぎな

い。力雁も受動態を作るのに役立つ場合，これと同じような働きをする。第二群の助動詞とし

て，「欲求」　「義務」　「強制」　「可能」　「被許eq　」　「許可」をあらわす助動詞（cdihnti，　Ctihiyei

parnaとhonciは不定詞と妻妻に用いら才z，　3αんη認　は語幹と共に二，　panGとo「θ箆8　は変ヲ彰フド定言町号①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の　　　

と共に用いられる。）を総括してとりあげるとすると，それらは話法の助動詞⑫と名づけてよい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　の　　　　　　　の　　　　　　　　

であろう。第三群には，相を示す助動詞ともいうべきものがあって，關始，完了，未完了，いく

つかの種類の継続，進行，反覆をあらわす。σαg灌，0鍛厩，0α痂，rahnti・，露瀬，ある場合に結

びつけられる伽4，それに，raklzndiとkarnaがそうである。）第四群を構成するのは，これま

1　普通なら入手困難ないくつかの本を私に役立たせてくれ，澱用的蓑現の翻訳にあたっては，きわめて

親切に助言を頂いた，ボン大学講師のTARACHAND　ROY氏，また同じく，テキストのある箇駈を理

解する上で助力頂いたばかりでなく，会話や書簡によって，貴重な資料を提供して頂いたDarbhanga
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
”③の私の友入達，とくにSuRENDRA　MoHAN　PRAsAD講師とSRiKBP｝qA　M王ξRA氏に対して，心

から感謝の意を裏したい。
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　　　　の　　の　　　

で「強調形」として分類されていた助動詞である。（dentT，　Zθ顧，海厩，　clncl，　Pa．rn　t7，　uthndi，晦1磁，

bαithnd一すべて語幹と共に用いられる。）最後の第五群は，普通ごくまれにしか使われず，

主動詞の不定形一通常，語幹と共に，助動詞の種類に応じて，多少共固定した結合がなされる若

干の助動講である。第三群と第四群の助動詞については，主動詞と助動詞の意味が融含してしま

っていて，両者は共に同じ性質の概念を表現しているといってよかろう。その際，助動詞は何ら

かの形で，主動詞の意味を修飾していることになる。特に，いわゆる「強調形」はヒンディー語

（他の近代インド・アーリア諸語と同様）の一大特徴をなすものであって，他のインド・ゲルマ

ン語派の諸言語ときわ立って相違するものである。

　2．文法上，ヒンディー語の助動詞の扱われ方はひじょうに不十分である。これまでなされて

きたいろいろな説明は，不完全であるばかりでなく，しばしば不正確で欺1糖的であったり，ある

いは全く誤っている場合もある。とくに，いわゆる「強調形」の機能について説明される場合そ

うである。このことは，GREAvEsi，　KAMTAPRAsAD　GuRu2及びBARANNIKov3の著作につ

いてと同様，KELLoGG4についても言えることだ。確かに，これらすべての著作には，的を得

た観察も含まれるのであるが，それでも，欠点や不備を免れるものではない5。

　また，VALE6による特別の研究も，ヒンディー語の助動詞についての業績を知るという点で

は，何らの進歩をも意味しない。VALEによると，大ていの助動詞は「突然性jをあらわすとい

うことだが，しかし，それはすでに以前から，全くあり得ないことなのである。もし，VALEの

説が正しいとするならば，まず第一に，一つの言語が突然性の一つの行い方を，そんなにいろい

ろな方法で言い表わすという大変な浪費をしなければならないことになろうし，第二には，一

この場合がそうだろうが一一つの言語が数ある行為を，突然起ったものとして，そんなにも頻

1　EDwlN　GREAvEs：Hindi　Gramπαr．2nd　ed．　Allahabad　1933．

2　K汎MTλpRAs入p　GuRu：　Hi，zdi　VYakaral7．　S鎚odhit　saskarag，　Ka≦1：Nagariprac蚕ripi　Sabha，

savat　2009（SUryakumar玉Pustakma王a　20）．

3　A．P．及びP．　A、　BARANNIKOV：Hindustani（Hindi　i　Urdzt）．　Grammatiieski　i　oc”erk．　Moskva

1956．

4　S．H．　KELLoGG：孟Grammar　o∫the　Hindi　Languαge．3rd．　ed．　London　1938．

5　A．H．　HARLEY　の学習書，　Cottoqttiat　Hindustani（2版，　London　1946）　と　THAI〈ARDAss

PAHwAの学習書，　T▼he　PuCCa　Mitnshi（2版，　Peshawar　1936）からも私は有益な観察を見出した。

次の文法書は有益なことを見出さなかったが，通読した。

DuNcAN　FoRBEs：AGrammar　ef　the　Nindastdni　Lαπgieαge．　New　ed．　London　1855．－J，　R．

BALLANTYNE：　Etements　of　Hinds　and　Braj　Bh6kli6　Grammar．2nd　ed．　London　1868．－JoHN

DowsoN：A　Grammar　of　the　U’廊or　Hi？痴st傭Langt‘α9ε，　Lond・n　1872．－A．　F．　RuDoLF

HoERNLE；ACemPαrative　Grammar　of　the　Gαudia？t　Lαnguages．　Londen　1880．－W．　ST．

CLAIR　TIsDALL：ACeπversation　GramMar　of　the　Hindttsta“ni　Languα9e．　London及びHe三d－－

elberg　1911．－Jol｛N　T．　PLATTs：AGrammar　o∫the　Hindastani　or　Urdil　Languα9e，6th　impr．

London　1920．－H．　C．　ScHoLBERG：Concise　Grαmmar　of　theHindi　Language．　London　21950．

一 さらに，八冊の学習書を参照した。

6　RAMcHANDRA　NARAYAN　VALE：Verbat　ComψoSition’ifz　I？tdo－Aryaπ．　Poona　1948（Deccan
College　Dissertation　Series　6）．
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繁に表現しなければならないであろう。従って，ここでは，ヒンディー語の助動詞，

ゆる「強調」のそれに今一度，特に注意を向ける価値があると思われる。

とくにいわ

　3．当面の研究では，とくに上にあげた八つのいわゆる「強調形」1の助動詞を扱うことにす

る。これらの助動詞に関しては，文法上の説明がとくに検討を必要としているように思われるか

らである。その外，cainaの助動詞としての機能も観察することにする。というのは，私の見る

限り，Catnciは文法的にまだ全然考慮されていないからである。また，語幹と結ばれる諏磁も，

これまでもっとも無視されてきたものであるが，これについても検討することにする。私にとっ

て，助勤詞の結合の完全なリストを作ることは重要ではなかった一もっとも，語彙の領域で

は，VALEを凌ぐもっと重要なことがなされるべきなのはいうまでもなかろうが。助動詞が定ま

った，かっ定義しうる機能を有するという認識に立って，私は個々の助動詞について，またその

欄々の使用法についての例文を集めて久しくなる。そして，偲々の助動詞のさまざまな種類の機

能や，助動詞使用の動機，あるいは表現の意図等が確証されたものと僑ずるに至った。文体の手

段としての助動詞については，私は最初に，ほんの少しの指示しか与えることができない。ここ

では，個々の作家の言葉の慣用を特男ljに研究することがぜひ必要であろうから。

　4．私が引用した出典は，PREMcAND2やその外の新しい作家のすぐれた文学作品である。

一
それらについては，例文ごとに，いちいち名をあげることにした。3さらに，ガーンディー

信奉者達による原著やヒンディー語に翻訳された著作，文学史や語学の参考書4，Gorakhpurの

G源Press発行の宗教上の諸論文（サンスクリットのテキストと共に現れるV三§pupur的aや

Bhagavatapurapa5の訳文も含めて），雑誌や新聞の類，そして最後に，会話や書簡類から観察し

たものまで，出典の拠りどころとした。辞書類6からは，きわめて少しの材料しか得られなかっ

た。BH．　TlvARiのHindi　M2‘滅ηα禰KOSの中の若干の助動詞の結合に関する説明は有益であ
7

ることが分る。Hindi　Sabdasagαr大辞典は，多くの動詞について説明しながら，なお，助動詞

1　これらの八っの助動詞と並んで，さらにいくつかの助動詞が「強調形」にくみ入れられるのが普通で

ある。とくに，，rahnaとrakhnaがそうである。しかし，§8，§12，§31で示すようlc，助動詞に関

　して使われる「強調」という術語はひじょうにあいまいなので，rαhnCtとraflhnaをはじめから相を示

すものとしてとり出すことにする。時折，「強調形」と名づけられる助動詞が他に若干あるが，めった

にあらわれないし，理解するのに格別困難ではないのでここでは扱わない。

2　以下，Pr。と略記する。

3　例文の典拠指示は，文学と他の若干の書物にもとつくものである限り，補遺（§105）に掲げた。＊④

4　例えば，RAMcANDRA　VARMA：Acchi　Hindi．7版．　Banaras，　savat　2009．

5　以下，VP及びBhP．と略記する。
，

6　～言語のものとして，SYAMsuxDARDAs：Hindi－Sabdasagar．　Kha艇1－8．　KESI：Nagaripracar三Bl

Sabha及びPrayag：Indian　Press　1926－1930．－RAMcANDRA　VARMA：SqkSiptαHindi－Sabdα一
sagar．　S版．　Ka≦i：Nagaripracaripi　Sabha，　savat　2008．－RAMcANDRA　VARM入：PramaZiik　Hindi

KoS．2版．　Banaras：H三ndi　Sahitya　KuVir，　sqvat　2008．　一　KALII〈A　PRAsAD他．：Bthat　Hindz　1（o∫．

　Banaras：J蘇Rmap¢a王Ltd。初版．　sqvat　2009，2版．2013．－NAvALJI：Nδ’αndδVigat　Sabdako∫．
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としても用いられ，助動詞としての機能をもつ動詞全部については説明していない。ここでなさ

れている定義には，文法上の定義について上で述べたことが適用されているだけである。それら

は，すぐれた観察も含んでいるが，しかし，おびただしく，補遺と訂正の余地を残している。助

動詞との結合形態として現れる多くの動詞についても又，示されてはいるが，しかし，この説明

は完金なものとはいえない。それに，まさに動詞と助動調の複合語にとってきわめて不可欠のも

のだろうが，訳のついた例文さえ欠けているのだ。私の知っているその他の辞書には，助動調の

結合については，ほとんど示されていない。ただ，PLATTSは例外で，いくつかのよく知られた

助動詞の結合を，訳文を通じて明らかにしようと試みている。当面の研究で自分に課している課

題は，純粋に語彙的なものではないので，PLATTSは私の助けとはならなかった。概して，辞書

の類は，孤立した単語の意味を確かめるためだけしか利用できない。1

　5．本書で用いた引用文はすべて，ごく新しい時代に属するものであって，どの引用文も五十

年より古くはない。私の成果が従来の文法と多くの点でちがっている理由は，これによって説明

できよう。上述の文法の材料が部分的には，khaτi－boh＊⑤の散文の初期の頃のものからとられて

いるからである。しかし，その後，文学に用いられる言葉は明らかに文章論的発展を成し遂げた

のである。文学においてと同様，文章論や文体や語彙においても，ヒンディー語の翼在の生命は

改革と実験の支配を受けているのである。助動詞の使用における改革は，我々は直漉，Z‘魏厩，

caina，　Pdindiのところで出会うことだろう。その外，ここでは扱わないが，0漉滋の使用におい

て一つの変化が起っていると思われる。この助動詞はKELLOGGによると，過去分詞（この場

合，動形容詞といわれる）やあるいは変形不定詞や，あるいはまれに不定詞と結合されるのだ

が，しかし今日見られるのは，KELLOGGの書（§436　a）でまれだといわれている用法のみがほ

とんどである。しかしながら，このような傾向については，ここでは示唆するだけにとどめてお

く。

Dehh，　savat　2007．特殊な辞書として：BHoLANλ丁耳TivARi：Hindi　M娩面αr8　Ko§．　Ilahabad：

Kitab　maha玉1951．二言語によるものとして，　R・C・PATHAK：Bhar9αvdS　Standard　Itktstrαted

Dictionory　of　the　Hindi　Language．3rd．　ed，　Banaras発行年不明（粗略で欠点だらけである）．－

The　Student’s　PrαcticαL　Dictionary　Hindi－Engl乏sh．8版．　AUahabad　1949（いく分すぐれている）．

＿
V．M．　BEsKROvNYJ：Hindi－R混sl　Sαbdafeo，s．　Hindi－rτ‘∬崎sloηα紅Moskva　1953．－3QHtsT　T．

PLATTs：AI）ictiollarY　o∫Urdtl，　Ciαssicαt　Hindi，　and　Engtish．4th　impr．　London：Oxford

Univ．　Press　1911．

1　ヒンディー語の辞書類を著わしたインド人達は，一つの単語の横成の概念を把握していないようだ。

彼らが提供しているのは，～部分的には，とくにPr伽＠踊Hindi　Koliは大変すぐれているが～
孤立した単語の意味の定義と，その外に，慣用的な言いまわし（muhavara）に言い換えをつけたもの

にすぎない。ある単語が文章の中にどのように組み入れられるかという方法に関しての～般的な説明は

ほとんど全く欠けている。これに反して，BESKROVNYJのヒンディー一ロシア語辞典は単譜の携成を
多く収録しているし，その意味の箇条書きはとりわけ上手に配列されている。しかし，残念ながら多く

の語彙が全然のっていない。真に使用に耐えるヒンディー語の辞書の出現は，今なお切にのぞまれるも

のと思われる。PLATTSのすぐれた労作も，今日ではもはや満足すべきものではない。
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　6．ヒンディー語の歴史や他のインド・アーリア諸語との手近かな比較をふりかえってみるこ

とは当面は断念せざるを得ない。それはさしあたり，余りにも複雑で広範囲な課題だろうから。

現代ヒンディー語の慣用語法に翔した助動詞に対して提示されなければならない問は，まず第一

に，言語学の初歩的な問題である。かかる助動詞の意味の疑問に対する答えは，おそらくは，歴

史的前段階を知り，かつ親族関係にある諸言語との比較を通して時折すすめることができるだろ

う。しかしまた，しばしばこういった方法は妨げられ，誤った道に導かれることもあろう。個々

の助動詞の機能は言語によってひじょうに異なることがしばしばあるし（π齢厩のところで，こ

のような相異点について少し言及する機会があるだろう），全く岡一の言語の個々の発展段階に

おいてもちがいはあるのだから。それ故，現代の言葉を簸初に考察するのが最上である。何故な

ら，現代語にはその意味を調査するための方策の多くもまた，役立つからである。

　7．合理的でありたいという理由から私の採用した音写の仕方について注意しておくと，鼻母

音は字の下につけた釣針型で示す（たとえば，qの如く）。　Eと亨が混岡されることはあり得

ないので，両方共rであらわす一というのは，爾は事　とちがって，母音のすぐ前やあるい

はすぐ後には現れないから。ここで使ったtatsaMa＊⑥語彙の音写は，実際の発音と，サンスク

リットの語彙を音写するのに使われる文字で我々の慣れ親しんでいるものとの折衷である。

tatsama語彙のうち，中間音においては，すべてのdはαとかく。尾音や複合音のつなぎ目の

申では，それらは省略されるし，若干の子音の結合の後の場合のみかかれる。ペルシャ語やアラ

ビア語起源の語彙についての音写もまた，折衷である。おそらくは，一今日では，Nagari文

字鷺で書かれる場合は大ていそうであり，発音される場合もしばしば慣例となっているように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
Nagari文字の下に点をつけてあらわされうる相違には注意しなくてもよかろう。しかし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私はこれらの区別がN蚕gari文字で表現されうる限りは，その区瑚を維持することにした。　と

は効，とは9であらわす。その他のものについては，私の使った記号は慣習によるものである。

1．　den　di

　8。482z2「与える」は，ごα厩「とる」が語幹と結ばれて古いAtmanepada＊⑧の葱味を表わすよ

うに，同じく語幹と結ばれてParaSmaipada“⑨の意味を表わすことは，よく知られている。しか

し，このちがいが一般的にあてはまっていないのは何故だろうか。それと並んで，dendとも

lentiとも合成されない，従ってParasmaipadaでもAtmanepadaでもないと思われる中間の形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の
が存在するのは何故であろうか。このことを解明するために，強意態という概念が導入され，一

連の助動詞をば強調形として分類されたのである。そして，これらのうちden　cZは単に強調のみ

を表わし，他の助動詞はしかるべき種類の強調を表わす，とされている。しかし，dendとの合

成語はサンスクリットの露が⑩の意味での強調でないことは明白である。何故なら，それは余り
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にも頻繁に現れるからである。4ε禰と合成されるすべての動詞を強調形と解釈するのは，原文

の意味を全く歪めることになろう。4θ厩が，ある行為が特別に骨を折ったり，又，格別に完壁

に行なわれることを表わすのでもなければ，話し手がある行為を特に強調して考えていることを

表わすのでもないことを示すには，以下で論じられるべき例文によって十分である。denaにつ

いて言われていることすべてに何もあてはまらぬとすれば，denaの複合語の表示でもって強調

が表現されたことには全然ならない。そこで，4θ厩が複合語の中で本来果す役割について研究

されるべきである。

　9．まず第一に，助動詞としてのdendの機能はそのもとの意味（「与える」）によって規定さ

れる。多くの結合において，その機能は明らかである。48罐が指示するものが単に，ある行為が
　　　の　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　

主語から離れて移動するということにすぎない場合がそうである。これに属するものは，dend

のParasmaipada機能を示す範例である。　likh　dena「（誰かに，たとえば手紙を）書く」すな

わち，「書いてしまってから渡す」。さらにはbhej　dena「（向うへ）送る，送付する，発送する」。

必然的に，主動詞としてのdendi「与える」もひじょうにしばしば，助動詞としてのdendと結

合され，de　dendiとなる。「与える」という行為が主語から離れてゆき，すでに主動詞の意味に

含まれているこの要素が，助動詞によって明白にされるからである。

　10．他の助動詞の場合と同様，4ε顧の場合もしばしば，合成語の意味は状況に芯じてさまざ

まである。そのようなものとして，たとえばParh　dendがあるが，これは字義通りには「読ん

でしまってから与える」という意味だが，しばしば「読んできかせる」という意味にもなる。し

かし一般に，この合成語はその外のことも意味することができる。たとえば誰かが，ある碑文を

解読したと主張し，原文とその碑文の意味をうわべだけは述べてはいるが，実際はその碑文を全

く理解していないような場合，彼の行為は主語から離れてゆき，「ただ他人のためだけに」読む

ことという特別の意味（ρα擁dendiはAcchi　Hi7idiの106頁にこの意味で使われている）とな

る。同じように，botna「話す」と結合されるdendiは状況にもとつく機能を備え得る。たとえ

ば，ヒンディー語を母語としない人について，vah　Hindi　bol　4ε緬haiといった場合，それの

意味するものは，彼がヒンディー語を金く事も無げにしゃべっているのではないということであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　
る。彼はヒンディー語を「しゃべり伝え」，自分の意志を相手に分らせ，他入のために話すこと

はできるが，自分自身のためにヒンディー語を話しているのではない。彼はヒンディー語で考え

ているのではなくて，彼がヒンディー語をしゃべることは彼にとって金く自然ではないのであ
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ロ　　リ　　　　　の　　の
る。しかし，又，ちがった意味で他入のために話すということが，Vi＄rpupurana伝説のBharata

が愚人を装う場面に現れる。

jabたoi　ttS　sεろα厩pacht　it　chたαr頗言o　jαr　fee　sαmtim　kl‘ch　aSQsk？“ちαsitr　evq　gr廃7岬

℃盈yg　se　mile　hue　vacan　bot　

4e滅
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　　（VPi　2，　13，40）

　　「誰かが彼に多くのことを問いただすと，彼は愚か者のように無教養な，無意味な，そして

　　野卑な言葉の交ったことをしゃべるのだった。」

　分りもしない碑文を読めると偽って「述べた」学者の場合と同様，この文で暗示されるのは，

その行為によって，事実に適応しない印象がよびおこされるということである。

　11．従って，語幹と用いられるdendがまず意味することは，行為者がその行為を自分から

離れて「向うへ与える」ということ，特別な場合は，彼がその行為を「他人のために」為すとい

うことである。このことと通例，そして又全く当然に結びついている概念は，その行為が「向う

へ行く」ことであり，その行為は他動詞であり，それは実際の行為であって，単にできごとや状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　の
態ではないということである。dendは主動詞に，他動的な限定を加える。これに属する動詞に

は二つのグループがあって，ひじょうに頻繁に4θ磁と結合して用いられる。

　a）使役，ある自動詞または他動詞から派生する。例：

　　nikalna「出る」：η於読短またはnifeal　dena「とり出す」

　　lautnti「戻る」（自動詞）：彪躍4雁，如曜44θ厩「戻す」（他動詞）

　　tαlnd「退く」：弼顧，翅4θ厩「そらす」「はずす」

　　bigαrna　fだめになる」（自動詞）：bigarna，　bigar　dena「だめにする，損う」（他動詞）

　　4ε勲短「見る」：dikh（の伽δ，　dikh（の44θ厩「見せるj

bichdina「（例えば敷物を）広げる」：bichvdindi，　bichva　den　tl「広げさせる3

その他，もっと多くの例がある。

　b）二番目のグループを成す動詞は，一般動詞舷r厩「作る」とサンスクリットの過去分詞，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
形容詞それに名詞との合成語であって，単に行為を表わすだけではなくて，ある作用とか，状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　

をひきおこすことを表わす。

　過去分詞との例：

utPanna　kar　denrt「生み愚す」　　・　 面蹴kar　dena　F鎮める三

　形容詞との例：

　　alag　kar　48短「引きはなす」　　　　餌短kar　dend「満たす」

　名詞との例：

nirgeay　kar　dena　「決める」　　　　　　　　　　　左ゐαrC　fc　ar　dena 　「支出覧する」

　12．双方のグループ共，幾百通りもの例を集めることができよう。無選択に抽出した少ない

例だけでも，dentlにおいては行為の強調を表わすことが中心でないことが結論ずけられる。何

1　Srisri－Vi51？zrpura？．z（mdl≦lok　aur　Hindl－－anuvad－sah三t）．　Anuvadak：Munilal　Gupta．3版，　Gor－

akhpur：Git議　Press　sεしvat　2009．
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かあることを成しとげたり，示したり，作り出したり，引き離したり，与えたりするようなこと

は，それ自体何ら強調ではなくて，あるヒンディーの物語のどの頁にも，その都度大切なのは全

く普通の行為とその行為の全く普通の表現であることが，その文脈での4θ厩の合成語の用いら

れ方によって，示されている。強調化することは，何か特別で例外的なものについてであって，

そうでないものは強調化されないのである。ヒンディー語には，集中的に行なわれる行為とか，

あるいは強く思い浮べられる行為とかの表現法があることを我々は見るだろうが（§74－83），

しかし，それは語幹との結合ではない。

　13．二つのグループの動詞にdendiが規則的に現れていることから，むしろ暗示される事柄
　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　の

は，これらの動詞の意味に，助動詞denaの使用を動機づける何かあるものが存在するというご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　の　　の　　り　　　
とである。これら動詞のすべてに共通なのは，その決められた他動詞という性格である。最初の

グループ（使役）のすべての動詞はそれと並んで付属物として，一個の自動詞又は使役より弱い

他動詞をもっている。それと使役動詞とのちがいは一つの形式的要素，つまり大てい語根を長音

化したり，ciをつけ加えたりすることによって区別され，それによって行為が目的語に向けられ

ることが意味されるのである。ところでそれとは又別に，助動詞の場合だけ作用を及ぼすのでは

なくて，ヒンディー語全体を本来的に貫ぬいているヒンディー語の文体的性癖，つまり重複の傾

商ということがでてくる。この重複傾向の存在する所以は，金く同じ概念とか岡じ感情とかが，

同時により一麟明確な形をとって表現されるのを好むということ，又，思想のある種の変化や二

＝アンスも金く好んで表現されるということである。たとえば，le　evat又はsirfの使用一度で

あらわされる占有の概念過は，しばしば話し手の観念をひじょうによく満たすため，話し手はさ

らにもう一度勉又はmntrti　Xはbhαrにより，さらになtb’　hiによって三度も自分の観念を表わ

すことがある。同じように，他動詞性という概念が使役を示すものの一度の使用によってひじょ

うに強く喚起させられるため，本来主語から離れてゆく方向を示す助動詞による二度目の表現が

求められるのである。その際，同時に，他動詞は形を変えた自動詞又はより弱い他動詞によって目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　　　　　
立たされることになる。従ってここで果す痂厩の役割は，そうした行為の行動特徴を明白化す

　　　　　　　

るものと定義することができる。使役のしるしが暗示する事柄は，行為が目的語をとり，その行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　

為が実際の行為であって，単にでき事でないということである。46磁はこのことをもう一度説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　コ　　　　　　　　　　　り　　　り　　　の

明し，さらにその行為が主語から離れて外へ出ることを言い足すのである。

　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　

　14．48厩は又，ある結果なり，ある変化なりが生じることを表わす。つまり，二番目のグル

ー プにおけるdendiがそうである。変化というのは本来，すでに，これらの動詞が状態を表わす

語を，「作るjという動詞と結合させるということによって表現されている。しかし，dendは，

実際に何かがなされ，生じ，完成され，変化させられること（しかも主語の外において）をもう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　の　　　　　　　の

一度あらわすのである。ここには，行為の作吊性という解釈が存在する。そして使役の場合と同
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様，denaも又ここで対照的な働きをする。使役はその構造よりして，でき事を示す語又は，そ

の使役が因ってきた単純な他動詞を連想させる。二番目のグループにおける動詞は不変の状況語

（分詞，形容詞，又は名詞）を，構成要素として含んでいる。あるでき事又は状態のこの概念と，

使役を示すもの又は動詞舷プ顧はすでに距離を隔てているのだが，重複を好むヒンディー語は

その対比をば，沈滋を加えることによって，さらにもう一度強調するのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15．両方の場合，漉滋のなす説明が意昧するものは限定である（そしてそれ故，KλMTAPRA－

s入DGURUの術語では，　den　czの如き動詞は‘avadhdiralz－bodlzak”⑫と名づけられている一396

頁）との解釈は，「強調」よりも本質的によい。ただ，このインド入文法学者に欠けているのは，

ここで問題とされている‘avadharαp’の性質についての詳細な説明である。加r磁と結ばれる

動詞についても，使役の場合も，この限定の中に全くさまざまなニュアンスが受け入れられると

いうことはあり得ない一全く同じ動詞についてもそうである。とくにこれらの動詞を研究し，

個々の動詞をいくつかの前後関係の申で調べたり，そしてそれら動詞の機能のさまざまな状況に

もとつくニュアンスを記述するためには，一つの包括的な，語彙的文体的研究が必要であろう。

このような若干の動詞については，すでに§9　－10で論じた。ここではさらに，若干の観察をつ

け加えよう。

　16．周知の通り，個々の場合にヒンディー語の一つの助動詞のもつ機能は，多くのインド・

ゲルマン語派の諸言語にあっては，意味の上から動詞と一単位を成す接頭辞とか前置詞とかある

いは又，副詞によって言い換え可能なことがしばしばある。しかし，接頭辞と前置詞と副詞が動詞
　　　　　　　　　　　　　り

の概念に，特別な隈定を与えるのに対して，dendやその他の助動詞がヒンディー語の勤講に与
　　　　　　　　　　　の　　り　　　　　り
える限定はひじょうに一般的なものである。従って，ドイツ語に翻訳された場合，一つのden　cz

に対して，状況に磨じてひじょうにさまざまな前置詞あるいは副詞が相榔するのである。だから，

たとえばくldil　denaは，‘hinlegen’（横たえる），‘weglegen’（片づける），‘hineinstecken’（挿入

する）その他多くの意味がある。bhej　dendiも‘zuschicken’（送付する），‘abschicken’（発送す

る），‘hinschickeR’（そこへ送る）等さらに多くの意味をもつ。さらに，副詞のhiもこれと似

た事情にあるが，それについては，denitによる隈定の重複表現と，　hiによる占有の重複表現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　り　　り　　　
とを比較したときに指示した。副詞が助動講と平行した機能をもつことは，lz　iが単に一般的な強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　リ　　ロ　　　
勢を示すのに対し，48厩が単に，ある行為の，行為としての一般的な限定を示すという事情に

ある。状況次第でドイツ語では，ひじょうにさまざまな副詞（たとえば，nttr単に，　scho？tす

でに，nochまだ，　gerαde金く，ebenちょうど等）が一つのhiに対応し，動詞と結合したさま

ざまな前置詞あるいは副詞が一つの46漉に対応するだろう。そして，一個のより正確な副詞表

現（たとえば，制限の場合のkevatの如く）によってすでに強調が描写されているとき，　ltiに

よってさらにもう一度強調が表わされるように，動詞の場合も又，一個の特別な副詞によってす
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でに限定が示されているとき，大てい一個の助動詞によって限定がさらにもう一度一般的な形で

（しかも他動詞の場合にはdenaによって）表現されるのである。例：

（valz）αvaSya　Iealz　degi「そ皮女はきっとそれを言うだろう」

　　yadi（vah）US　se　aPni　cirtlzth　4α緬saS－saS　feah　dete…（Pr．）1「もし彼が彼に自分の経済

　　状態をはっきり打ちあけておれば…」

ここでは，より確かな開始，そして精確さ，従って限定の特殊な場合一行為又は行為に関する

概念に固有であるところの一が副詞によって，そしてそれからdenaを追加することによって

動詞でもう一度袈わされているのだ。もちろん，lea！t　dendi（大体，「説明する」と訳される）だ

けでも限定の表現には間に合う。

　17．dendが動詞表現に与える限定は，行為が行為自体として状態やでき事と区別されること

をっねに含んでいる。この事で，動詞rakltn．diを挙げることができる。非合成語としての動詞

rafelzndiは「おく」とか「横たえる」という意味だが，同疇に「保つ」「もつ」をも意味するこ

とができる。例：

　　Ap　sadd　barlziNa　cha？“i　rafehte　hai（Sabdasagar）「貴方はいつも立派な杖をもっておられる」

　　g加麺雌肋滋「馬をもつ」（所有して飼育すること）°ka　sahas　rakhnd「…する勇気をもつ」

最初の例文では，saddiが加えられていることによって明らかにされていることだが，　rα崩磁の

一用例を示すため上の文を作った辞書の著者は，このような場合1’α娩漉は何か持続性のあるも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
の，継続的なもの，従って一つの状態を表わすとの概念をもっていたわけである。外の例でもこ

のことは明白である。それに対して，動詞が状態ではなく変化の意味を含む動作をあらわしてい

ることを表現しなければならない場合は，ノ’α鮪漉短というのである。

　　mai　chari　me2／）ar　1噛afeh　deta侮　　「私は杖を机におく」

　18．状態描写の動詞から見られたように，48厩との合成語はしばしば，最後に挙げた例文に

おけるように，始動の意味をもつ。この意味ではもう，46厩は若干の自動詞とさえ結合するこ

とができるのである。

　　cal　den　ci「離れる」　「出発する」（§49のcalヵαr短を参照）

ro　den　diギわっと泣きだす」，　hqs　dena「爆笑する」「どっと笑う」，　musfeira　den　tl「微笑む」

似てはいるが同じでない意味で，はじめの三つの動詞の場合，磁廊の代りにραノ磁が，1’onti

とhqsncZについては，　t4hntiも又用いられる。

19．漉短と結ばれる主動詞の形は語幹であるが，しかしこの場合語幹は，他の助動詞と結合

1　PREMcANP：Sewasadan　77頁。（発行年不明。　Sarasvatl　Press，　Banaras）
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される外の語幹の場合と岡じく，その先行性という普通の意味をもたない。若干の結合例につい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てはもちろん，主動詞に表わされていることがなされた後に「放し与える」ことが次いで起る

（たとえばiikh　dend「書いてから手渡す」）と説明できようが，しかし大ていの場合は，助動詞

の行為は一動詞がもう一つの動詞にニュアンスを加えるにすぎない場合に，その動詞の行為が

なお話題となりうる隈りは　　主動詞の行為と全く同隣に行なわれるのである　（例えば，rakh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りden　ciの場合，「おく」ことと「放し与える」ことは岡時である）。それ故，関連している行為の

牲質に従って，語幹が先行性を示しているとの説明が可能であろうような数少ない場合をも，言

語感情に応じて絶対的に一体をなす行為だと理解しなければならぬだろう。つまり，likh　dendは

「意図して書く」「書かれたものを手渡す」「他人のために書く」という意味である。この理由

により，主動詞が助動詞の前でとる形に対して‘Stamm’という名称はとがめらるべきではない。

今日のヒンディー語の状態からみると，それは形式的な，又，意味の上での一つの‘Stamm’で

ある。何故なら，形式上は，この形があらゆる変化形において固持されており，意味の上からは，

助動詞との結合においてこの形がただ当該の動講の一般的な内容をあらわすだけだからである。

ところが一方，確実性のニュアンスをふくめてのあらゆる関係は助動詞によって表わされるので

ある。主動詞が語の幹をなすものであり，助動詞は語尾である。

II．　lend

　20．Z8灌も又，ある行為の表現に，それが実際に，ある行為であって，単なる状態とかでき事で

はないという意味で隈定のニュアンスを施す。しかし，その行為の方向は，dendの補助にょって

述べられるそれとは異なる。すなわち，46瀬の場合には，行為が主語から離れてゆくのに対し，

16妬の場合は，主語が行為の唯一の目的であれ，主語が何らかの方法で行為に関わりをもつも

のであれ，行為が主語に作用するのである。今日のヒンディー語でlendが助動詞として用いら

れるあらゆる場合に，（dendとの結合がParaSmaipadaと全く同一視されてはならないのに対

し）古代インド語ならAtmanepadaを用いたであろうと主張しても多分よいであろう。　Z8磁と

の結合は，行為が一般的な意味で一つの再帰性を含む場合に，規則的に用いられる。再帰性は外

の手段によってすでに表わされていることがときどきあるが，その場合助動講はやはり，重複表

現として作用するのである。しかし，往々にして，助動詞が再帰性の唯一の表現であることもあ

る。以下に，lenaの用い方を分類して明らかにしてみたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　21．∠8擁は，行為者又は行為者に属するもの（彼の身体や心，身体の部分，性質，行為，彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　の　　　つ

の態度又は彼の立つ関係あるいは，彼の所有物）が行為の目的語である場合に用いられる。例：

・videSi　sqs為LrtiPUg　ne　bhdiratiyαta　iee　rakg　me　aPneゑo　r磁g　l｛頸鷹訳：「外国の諸文化

　　は，インド性という色彩に自らを染めた」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうべ　　Zts　ne　apme　mastafe　ko　niCti舷r　liy　ci　i「彼女は自分の頭を垂れた」

　　log　un　vacane　k’eα瑠躍r　apnd　jiva7T　bantl　lete　lz　ai「人々はそれらの言葉に従って，自ら

　　の入生を形成する」

　　mai　aPni　madad　ap　kar　l21　gi（Pr．　Sew‘Zsadan　114頁）「私は自分で自分を助けましょう」

　これらの例では，再帰性はすでに再帰代名詞又は再帰形容詞　　すなわち，aPne　leo，　aPne　ma－

stale　feo，　aPn（i伽伽，　aPni　madadによって表現されている。使役やlearnitとの結合の場含に，

主語から離れて外に向って作用するという概念が，一度言語の要索によって換起され，そしてさ

らt・C　dendiの追加によって正確な表現を施すように，再帰的構文の場合，行為の反作用という概念

が一度再帰代名講によって意識され，その第二の表現をひじょうに規鋼的にlen（iによって呼び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　起こすのである。しかし又，再帰性が助動詞によってのみ示される場合もある。そういう場合翻

訳にあたっては，我々は目的語に所有の再帰代名詞をつけ加える。例：

　　sqStlr　kiろδ4ゐ如se　mZikh　nαηo∫le（cit？’aiefehci　34頁）「世の不幸から自分の顔　（又は自

　　分自身）をそらさないでほしいj

　　maine∫α∂磁se　sambandh’or♂かδ（Pritmanik　H。　Ko6，序文2翼）「私は会との自分の関

　　係を断った」

もっとも，双方の例においては，所有代名詞を省略することもできるが，しかし，ヒンディー語

は行為に内在する再帰性が又，外在化されることを要求していることは明らかである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
22．lentiは又，行為が目的語としての行為者に関連していなくても，行為者又はその身体に

　　　　　　り

向って移行するにすぎない場合も用いられる。この助動詞の表わす概念はドイツ語では，こうい

う場合しばしば，再帰代名詞のある格又は，関係代名詞のある前置詞との結合によって述べられ

る。これには多少共固定した結合が沢山ある。例：

　　δZ廊Zθ短「自分のところへ呼びよせる」；dh　a7’a！T　kar　tena比喩的な意味で，たとえばある

　　形（r　zZ　p）を「とるjrα肋4ε厩の場合と同様（§17参照），ここでも助動詞の追加によって，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　

　　動詞が単に一つの状態（「保っている」）ではなく，一つの行為をあらわすことがひき起こさ

　　れ，」8雁の選択は，この行為が再帰するものであることを説明する；

　　aPni　o1’罐αr鋤加冠8短「自分の方へひきつける」，行為が行為者の方へ陶って動くことの

　　二重表現をもって；aPnd　Jθ漉「自分のものとする」；Pakar　tena，　g1層α1Zαμ舷μ砲π「捕える，

欄む」；ainafe伽g耐θ磁「めがねをかける」；OSadhiyg舷sevan　kar　iendi「薬を服用する」；

　　saMeC　lenti，　bator♂8灌「集める」；CZt9　lenti「啄む」；2tkhar　lendi「引き抜く」（運動は行為

　　者の方へと向っている！）；raleh　Z8漉「自分のために（与格）しまいこむ（たとえば，ポケ

　　ットの申に）」また「入を雇う」；aPne　kamre　me謙αrτtS　ne屠諏∫band　kar　liye（Pr・

1　BHAGAvATIcARAN　VARM入：Citrαlefthit　14頁．（1G版．　Prayag，　sqvat　2009）
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Sevttsαdan　254頁）「自分の部屋に入ってきて彼女は後の戸を閉めた」。「後の」と我々が表

現する概念が16海によって表わされるのである。

　23．さらに又tenaはこういう場合に用いられる一一すなわち，行為者又は彼に属するものが

行為の目的語でなく，その行為も又，具体的な行動をとって彼の方へと移行しないのは確かとし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ても，しかし，行為がその性質に従って行為者に関わる場合である。その関わりがどの程度かと

いえば，何かが行為者の内部で又は彼に沿って起こりあるいは変わるか，あるいはその行為の結果

があらわれないか，あるいはただ外部の目的語にのみあらわれるのではなく主語にもあらわれる

かである。又さらに，行為の結果が主語に帰するような種類の行為がある場合に，Zθ短が使わ

れるのである。これらの場合，ドイツ語の翻訳では，再帰代名講が用いられることは稀である。

何故なら我々ドイツ人は，行為にすでに暗示されている主語の関わり合い，換言すれば自然によ

って行為に与えられた状況（行為の結果が主語に役立つかあるいは主語のものになるという状

況）をば，表現としてことばを使っていうことを要しないからである。ところがヒンディー語

は，一つの同じ行為とか状況とかにあるさまざまな要素を詳細に広げることを好むのである。

　a）主語が行為と関わり，行為が主語に影響する場合。

　意識現象をあらわす動詞（広い意味での感覚動詞）の多くがこれに属する。この場合，lendiとの合

成語は単一動詞としばしばこの点で異る　　つまり後者が持続性を暗示するのに対し，前者は行

為又は状態の始まりを暗示する。又，前者はしばしば，ある結果なり影響なりが主語においてでき

上ることをきわ立たせる点で後者と異なる。従って，4θ短の場合と同様，行為なり作用なりの性格

が正確に表現されるわけである。漉顧とのちがいはただ，行為の方向においてのみである。例：

　　cafeh　Z8厩「味わってみる」；jCM♂6顧「認識する，知るに至る」（単なるjannCtは「知る，

　　知っている」という意味である）；sαmajh　lendi「理解する」（§38参照）；pαhcan　Z8短「識

別する，認知する，悟るi；tar　lena「推測する，解明する」；伽ぬ漁たαr　tendi「推定する，

想像する」；かα語iaga　tenaギ探知する」～vi≦vas　taga　lena，　viSvas　jamd陀瓶ギ信じる，信

　　頼する」；郷伽Jo煎「信じる，認める，場合を仮定する，意にとめる」；vicdil－kar　Zθ短「考

慮する」；svikc2r　kαr　lena，　ai2gikar　lear　tenaギ承認する］；ni≦cay　har　Zε短ギ決心する．1；

　　昂伽Z8厩「決意する，とりかかる」（§62の最後から二番目の例文参照）；hrdαyai2gam　feaノ・

　　18磁「思い浮かべる」；siklz∫8瀕，　adhyayan　kar　iendi「（効果的に）学ぶ，勉強する」；

　　舷η昂kar　tencZ「記憶する」；ヵα擁♂6肱「（理解して）読む」（§10の餌勉den　cZとAcchi

　　Hindiからの引用文を参照。同じ文脈でR．　C．　VARMAは，一人の学者がある碑文を「読

　　み」，彼がそれを解読した後，又理解したといいたいときに，Parh　Z6漉を数度使ってい

　　る。）；Sttn♂θ顧「耳を傾ける，聴いてそれに注目する，聴いて理解する」；4θ航lendi「見入

　　る，注視する，しらべる（たとえば辞書である単語を）」

　行為が結果をもつことは，この場合も又，ドイツ語では接頭辞によって表現される。
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‘erkennen’‘erraten’といったふうに。

　b）行為の結果が主語に役立つ場合。例：

4麺蛾lendi「捜す，自分のために（与格）捜す」；鋤iena，　vijay　pa　tena「勝っ，勝利を勝

ちとるAlpa　tend　r獲得する，入手する」；daklxat　kar　iendi，　vaSibhttt舷r乏ena「nRさせる，

　　意に従わせる」；le　Zθ磁「とる」，dendiと岡じく」8厩も，助動詞としてのそれ自身とひじょ

　　うに規則的に結ばれる。この結合はすでにのべたグループ（§22）に入れることができよう。

　　；α〃zlenci「選ぶ」（単に自分のために選択するのではなく，単なる「選ぶ」の限定を示す形。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24。しばしば，ど8顧の使用が次のことにも帰因することがある。つまり，行為に際して共に
　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　ゆ　　　　　　

作用するか，あるいは（形式上には文法上の目的語がなくて）行為と関わり合っている何かが，
　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　り　　　り　　　つ　　　　

§21で述べた方法で，主語の一部を成すことによってである。時析，一つのこのような，共に作用

しあい，共に関連する対象が文章の中で挙げられ，合成された再帰形容詞で主語の一部をなすもの

と示される。このような場合に関して上記§22で述べた場合のように，再帰代名詞又は所有詞のあ

る格が文章にあらわれるとき，1θ厩の使用の傾向が存在するという外部的だが実際的な規則が示

されるのである。しかしときどき，再帰形容詞が欠けていたり，全く表現されずにただ行為の性質

によって，主語の附属物が共に作用し，又は共に関連していることが暗示される場合もある。例：

　主語に附属する何かが行為に際して手段として共に作用し，表現されるものとして挙げられ，

再帰形容調と結ばれる場合。

　　ham　aPne　6ゐr4郷malin　man　se　Prabhu　meαise記乃砂kd諺roρkar　lete　hai1「我

　　々は自分達の誤った不浄な心で，神をこのような手助けをしてくれるものと決めるのだ」

　　（つまり，たとえ罪深きのぞみが祈られたとしても，神は助け給うだろうと考えよう。）

　主語に属するものが行為に作用され，再帰形容詞を欠く場合。

　　ltS　icclz　ci　me　ham　Pahle　se　hi膨4磁プkar　le（SatsaiTg－sudha　14）「そのことを願うにあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たって，我々ははじめから正しいものに改めねばなるまい」一それが我々自身の願いである

　　故，Ienitを使う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヌ

　行為者自身の身体が共に作用し関連をもつが，表現されるものとして挙げられない次の自動詞

の場合。

　　pic！｝e　ho　z8灌「後に従う」；5δ読ho　lendi「従う，同伴する」；di　lenti「ついて来る，従う」

　　；露」8灌「追いつく」；ho　Iendi「なる，生ずる，現れる」（この動詞は上の§23のa）に組み入

　　れてもよかろう。）

P照MCANDの次の文も又，これに属する。

　　Snman　ll・l　fee　Piche－Piche　dti　thi，々α砺Scimneδたαブノ・d吻rok励aur　feahti…（Pr．5「齪一

　　sadan　ll9頁）「Sumanは彼の後をついてやってき，ときには前方に来て彼の道をふさぎ，

1　Sat　saii　g　一一　sitd　lul　l3／14（Gorakhpur，　savat　2GO9）
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　　そしてこう言っていたものだ…」

「妨げる，とめる」は別に，しばしばrok　denaであらわされるが，ここでは妨害は行為者自身

の身体によって起っているのでlenaである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　む
　25．行為がその一般的な性質に従って主語との関連性を含まないとしても，特別な場合主語
　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　

の利益または不利益となるときに，le7z　tiが使われる。ここでは再帰性はそれ自体として動詞に固

有でないので，ドイツ語の言い換えでは又，再帰代名詞が頻繁に現れる。例：

　　nifedl　16短「自分のために（与格）とり出すJ

hαm　togg　ne　Urdzz　αZtr　Hindi　he　do　alag一αlag　hαimぎ）　bαna　tiye　んα毛　（Pr．）1　ギ私違鑑まウ

　　ルドゥー語とヒンディー語という二つの別々の陣営を作りました」

後者の例文は§24に入れてもよかろう。

jitni　bat¢　ma老n召　kaJzl，　ve　sαb　ek－do－tin　kar’たe　u？ヱ　se　doharVfi　乏1　（VINoBA）2　f1！xの言っ

　　たこと全部を，一語二語三語と彼らに繰り返えさせました」

ここでは行為者は彼を照準とするもう一つ別の行為を誘発している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　
　　agar　unhe禰順z　kar纏（Pr．　Setusadan　207頁）「もし彼を私に対して怒らせたら…」

「私に対して」という概念はヒンディー語ではただ，Z8灌によって表わされる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　

　次の文例では，lendiは精神的関心を表わし，しばしば行為者のその行為への没入を表わす。

　　jab　tafe　Gaノ㌃9のα㍑勉J　thi，8dnta　ZtS々εancal　me　mith　o乃ゆδ加r　ro妙δfearti　thi（Pr．

　　Sevasαdan　147頁）「Gahgajallが生きていた間は，　S琶n壊はGahg盗jaliのサリーのすそで

　　顔をかくして泣いていたものだった」

mujhe　ele　chan＿bhar　Tんδ々z↓r方勧carng　Par　gir　iene　do（Pr．）3ギ私を一瞬でも （それが

　　私を誘発させるように）神様の（偶像の）御足に伏れさせよ」

　　maine　tis　mtpae　masik　fe　di　Prabancth　kar　tiy4　hai（Pr．　Sevasadan　109頁）「私は毎月三

　　十ルピーの支払の配慮をした」

「配慮をととのえること」は別に，Prabandh　kar　4θ厩もそうであるが，ここでlen　tlが表わし

ているのは，行為者の精神的関心であって，物質的関心ではない。何故なら彼はそのお金を自分

のためにもっているのではなく，他人のために気づかっているのだから。

　　tz〃mne　Hind2Zノ観葱♂δノrα崩li（Pr．　Sev4sadan　124頁）「お前はヒンドゥ社会の名誉を守

　　った」

　　αbhi　mag　bdtafe勿，　istiYe∫σ訪伽1‘∫δr肋6Z一舷4纏（VP　l，17，72）「私はまだ子供です

　　から，婬きなように遊んだり跳ねたりしたいものです」

1　PREMcAND：Kuch　Vicar，86頁．4版．　Baniras：Sarasvati　Press　1949．

2　1伽o∂4ke　Vicar．　Bhag　1－2．7．等1，98。3版。　Nal　D三lh：Sasta　Sahitya　Maedal　1954及び1952．

3　PREMcAND：M722α∫αroταr．　Bh蚕93（5版），　Bh琶95（3版）．5～6頁．　Bantiras：Sarasvatl　Press　1950．
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ここでは，行為への没入はZ8短以外に，副詞的にも表わされる。　lendiの前に，§62の4の例の如

く，二つの語幹がきている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　
　26．再帰性の特別な形が相互関係である。従って，「対話を導くこと」を意味する動詞は，限

定の形としてZθ厩との結合をもつ。例：

　　mai　batcit　kar　lqgz（Pr．　Sevdtsadαn　115二更）「私は話してみましょう」

（mai）dit　hhothar　ltS　se　bate肋r　teti（Pr．　Sevitsadan　133頁）「（私が）羅絢襟を開いて彼に

　　話しておれぱ…」

砂α5me∂切♂8瀬「お互いに分かつ」の如き動詞もこれに属する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の　　　　

　27．特別な場合，自主性，願望，効果的な関心（……の仕方を心得ている），自主性等を表わす。

ある入が家を去って，後にとどまる召使いに，主入の不在中に行なわれなければならない命令を与

えるような場合，Zθ顧をとった形が適切である。すなわち，召使は命じられたことを監督なしに，
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　
ある程度彼自身のために自主的に行なうだろうということである。だから，通常，命令はlenaを

添えた方がより丁ねいになり，行為者がその命令を自分自身関心をもって，必ずや独力で実行す

るだろうこと，また彼がそれについて何かをなさねばならないような事柄が彼に属するというこ

とも推察されるのである。次の文章では♂θ厩は，話しかけられた人が，任せられた仕事につい

てそれ以上心配する必要なく，その行為がなされようとしていることを暗示している。

　　Ap　nis’cint　rahiye，　mai　sab　kuch　fear　lz落δ（Pr，　Sevasaclan　170頁）「ご心配なさらないで

　　下さい，私がきっと全部やりますから」

　誰かがある言語を完金に熟達して話したり書いたりすることをほのめかしたい場合に使われる

boi　Ien　itとiifeh　len　tiもこれに属する（§10のbol　dend参照）。さらにten　（iは又，こういう行為

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のを記述するためにも使われる一つまり，その行為をなすにあたって行為者は金く彼の願望に従

って振舞うことを要求されていること。たとえば，動詞としてのcdheを含む文章の後でも，又

は譲歩構文のσ励8の後でも。

　　ノocahe々励励ッ8（Pr、　Sevdsadan　252頁）「何でもお望みのことをおっしゃって下さい」

　　ise　cdhe♪z〃搬s學舷プkah　lo，♪ar　ham　to　yahi　kahege　Iei…（Pr。）L　rこれを前世のしから

　　しめるものといってもよし，だが，我々はこう言おう…」

jivan　た三　a2U・　jeoi　ραri6んδミδ　nah歪　hai，　9α混　為ε　arth　m｛≡　hi　hαm　ttse　samajh　sakte　ha宅…

　　usi　ko　wikdis　leah嬉ッ62「人生には他にどんな定義もない。進歩の意味においてのみ我々は

　　それを理解することができる…それを発展といってもよい」

　1　PREMcAND：Karmabhami．6頁1王ah曲ad：Hindustan｛Publishing　House発行年不明。

　2　JAINENDRA　KuM入R：1）rαStUt　1）1’asll。205頁2版．　Dilli：Parvoday　Praka糞an　1953（Jainendra

　　　Sahitya　6）．
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　　isEye　fithat　cahe　ham　Cαrkl｝a　cala　lg，9r伽0のog　cala　le，　lekinα9αr　ham　i71　Cciノ・－pqc

varuCg　mξzαmin　ki　sαmasydiんo　suliha玉ete　ha2，　to　duniydi娠netrtva　ham　hi　fe　arn　ev　（i　le

　　haii「だから今，私達が糸紡ぎ車をまわそうとも，農村の産業をすすめようとも，ここ四，

　　五年で土地問題が解決できるならば，世界を指導することになるのは外ならぬ私達なのです」

この文章のはじめの二つのlen　ci合成語（caねle）は願望を示し，三番目のそれ（3zの痂tete　hai）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は「精神的な関心をもって，それ故，効果的に解決すること」を意味する。それは大体ドイッ語の

‘zul6senvermδgeゴ（解決することができる）又は‘zultisenverstehen’（解

決の仕方を心得る）ぐらいに相当する。§25の第七例（mai　ne　tis　ruPae…）も同じ意味に解釈

できる。さらに対応する関係にあるbol　tenaとlifeh勧4（「話したり又は書いたりできる」＝

「話したり又は，書いたりする仕方を心得ている」）も，又たとえば，次の文におけるPa？－h　len　（i

もこの意味に解釈してよい。

ツαdyai》乞　Rα宛gi蕊ろδi　ゐ1ユi　‘δツα4　hi　たαうhi　為itδう　f）al・た蕊　　hg，　Par　奏hαt一ηat　ゴ）arh　teti　th｛

　　（Pr．）2「Rahgilib巨iも本を読むことは決してなくとも，手紙なんかは読めたものだ」

この意味の二＝アンスを示す」8擁合成語のもう一つの例：

unhgne－・jortor　lαgakar　200 1・．　ha　cαnd々　んαrδ　liydi　thd　（Pr．　Sevasadαn　148頁）　「蓄庚1ま…

　　策略を用いて，二百ルt°　一一の寄金を人に出させた（彼はそれを使ってしまっていた）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　　
　ある仕事を喜んで引き受けること，つまり自発性の要素も又，Z6禰によって，一つの観念連合

から明らかにされる。

vidyarthΣ漁S蹴¢♪α漉it　gayeオO　ve　j糠矯laga　IQ，鳥αδ航9Utsak　PαhEe　d諏オO　va　J）

　　lag祖e，　aisd　hona　cahiye（V伽06直ke　Vi　Ctir　1，98）「学生逮が先に教室に入ってくると彼

　　らが掃除をし，先生が先に入ってくると先生が掃除をする，このようでなければいけませ

　　ん」

　　flZtclz　logρα1・露ノ・α解karne　me　hinαtdi　nahiアndnte　athava　kuchカαr酢α1πhar　bhi　lete

　　hai（B碗4伽一Yα勉α46頁）「（肉体的な）勤労を卑しいと思っていない人もいますし，又，（喜

　　んで）それをする入もいるのです」

　これで明らかなように，’」θ短は多くの文脈においてまさしく‘wollen’（欲する）でもって訳しう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　る。上例のistiye　fiihett…中のsuljha　lete　hai表現をそのように（私達が土地問題の解決を欲す
の

るなら）理解できようし，又，次の例文もそうである。

　　kyg，　Bhavan　se　ek　bar　leツρηαゐ‘pach　tete？（Pr．　N〃1π厩427頁）「ねえ，　Bhuvan・に一度

　　尋ねてみてはどう？」（何故君は…尋ねようとしないのか）

しかし，だからといってZθ短がしばしば‘wollen’（欲する）（他の場合に‘k6nnen’（（できる〉）

であるように）「である」とはいえない。」6漉が示すのは，主語が行為を「うけとることjであ

l　VINoBλB甑vE：Bhaddn－yの肱．40／41　Ahmadabad：Navajivan　PrakaSan　Mandir　1953．

2　PREMcAND：Nirmala，24頁4版．　Ba始ras：Bhまrgavapus亡akalay　1954．
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る。うけとることは，精神的な関心又は，没入によって制約され，その結果として，結果に伴な

われ得る。その場合，「…する方法を心得ている」という意味で‘k6nnen’（できる）というのであ

る。又それは，行為が自主的にする心構えでなされるということにも存する一このとき‘wollen‘

（欲する）で訳すのは合理的である。最後に，二つの要素は又，全体の概念又は状況によって示

唆されることができよう。うけとることが，ある根拠のない，任意の「自公を抽出すること3で

あるということもしばしばあるようだ（例えば，§24の第一例砂o♪fear　Z8滅）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　主語が行為に関してその効果を外に陶って導くことなく，おそらくただそれだけとして存在す

ることは次の文で’ε短によって暗示されている。

　　mZijhe　bahut　4φz　Lαgta　hai　ki　mai　9°hamne　ke　sath～sdth　leuch　bol　bhi　leta　h見，　iekin

　　is　seραr々7伽kyciゐo頗h　o　gci　？（B11舜4撹π一Yα殖α17頁）「私は遍歴の間，話してみようとも

　　侮度か思いますが，この結果はどうなるでしょう」

　28．46厩の場合，その使用の動機が～度原則として分ると，その大部分の使用は我々にとっ

て比較的容易に解明できる。それに反して∫θ厩の場合は，どちらかというと我々に駅じみの薄

い「巾間態」とか，Atmanepadaという概念が！8磁の使われるさまざまな状況を適磨して明ら

かにされなければならない。基本概念の可能な諸変化は実に多様である。それでも上に述べた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ことで，lenaの使用の主要なタイプをつかんだものと思う。上の記述から明らかになったこと

は，Zθ雇はただ，　KAMT入PRAsAD　GuRuが定義しているように（Hindi　V麺舷ノ・岬397頁：

」三sたr三y勲e型砂寵r妬‘酌海為ω・ttCz　hi　ho　Prapt　h・ta　hai　2tS　fee　St2th，ie箆寵‘kriya　itti　hai＊⑬），

その行為が主語の利益において又はその便益のため起るということだけを意味するのではなく

て，そういうことはむしろ，」θ厩の多様な機能のうちの一つにすぎないということである。そ

の他の点でこれまでの文法がいっていることは，大部分は正しいとしても，余りにも一般的であ

り，又，すべての場合にはあてはまらないのだ。他の助動詞の場合と岡様，lenciについては，

さまざまな使用の型，すなわち，使用されるさまざまな典型的な場合を吟味することによって，

補足し，説闘することが肝要である。

III．　　」蕊箕a

　29．　　ノ4禰はさまざまな構文の中で，助動詞として用いられる。ここでは，語幹と結ばれる

ものに限定しておきたい。語幹と結ばれる場合のブδ漉の果す役目を知るためには，他動詞との

結合と，自動詞との結合を分けて別々に観察することがこの上なく霊要である。しかし，私の調べ

た二十一冊の文法書や学習書のうち，ただGREAVESのが，一つの観察を加えているだけである，

一
その観察は，確かに文章の本質へと前進するものではないが，しかし少なくとも，他動詞との

結合と，自動詞との結合との区瑚を可能にしている。そのわけは，GREAVESは，自動詞の場合
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の海漉の働きを受動態の場合のノα磁の働きと同じ水準においているからである（309頁）。こ

の外の本はすべて，Hindi　SabdαsagarもValeの研究もこの区別をみとめていない。従って，

知磁に対する文法上の説明は，全く特に不十分で誤ちの多いものである。特に，jdnaはすなわち

行為の完金さ又は完結性1を示すという多くの他動詞についてだけ適用するところの推定は，し

ばしば，すべての他動詞について一般化されるだけではなく，GREAVESを除くすべての人は，

自動詞にまで転用するのだが，しかしこのことのために，janitの果す役割をより正確に知るた

めの道は，はじめから遮ぎられるのである。

a）　自動講と結ばれるガ厩

　30．自動詞の語幹と用いられる滋磁の機能は，それでもかなり容易に明らかにできる。つ

まり，単一で用いられるのとfandと結ばれて用いられるのとでは一つの小さな意味の相違が存

在するという動詞が若干あるのだが，肝心なことは，このちがいを定義し，それから，冤畠され

たものが他の動詞についてもあてはまるかどうかを観察することである。

　金く明白なのは（必ず訳文に現れてくるので），honaとho露顧のちがいである。前者は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　り

「である」，従ってある状態を示すのに対して，後者は「となる」，従って一つのでき事を示す。

この観察を今，外の動詞について確かめることにする。その意味が（英語のsitのそれにちょう

ど似て）状態を示すものと動作を示すものとの間の固有のあいまいさにある動詞がいくつかあ

る。たとえば，bas7ta「住んでいる」と「住みつく」又は「植民する」；baithndi「座っている」

（done　pas－pas　baithte　the「二人は（（学校で）〉隣り合って座っていたj）と「座る」（baithiore「お

座り下さい」）；　thaharna「とどまっている」と「とまる，立ちどまる」。　（岡じように，　rafehndi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

についても，状態と行為を示す意味があるのはすでにみた。）ところでしかし，bas毎雁は明白に

「住みつく」あるいは，ある場所が主語のときは「植民される」という意味であり，baithブ伽δ

は「座る」，（halzarノ伽4は「とまる，立ちどまる」ことである。従ってこの三者すべての場合，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
単一の動詞には必ずしも明らかには属していないところの動作の概念が殖厩によって表わさ

れ，展鵬され，説明され，正確に規定され，一義化されるのである。（同様に，rα舳雁の場合，

動作の概念はde　nttによって，又は，その動作が主語へと向う場合は」θ厩によって展開され又

は一義化される。）∫o短「眠る」とso殖雁「眠りこむ」，　rahndi「つづく，いつもある」と「残

る」のような対も伺じように判断できる。「眠る」も又，人が欲するならば，一つの行為ではあ

るが，それは持続的なものであるから，状態の性格をもっている。これに対してso刀禰「眠り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こむ」は，ある新しい状態への移行であり，従って一義的に一つの行為である。rah力雇「残る」

は一つの状態として把握することができるが，しかしそれは，先行している状態の変化に亦じて

　1　KELLoGG　260頁：compieteness；KAMT入PRAsAD　GuRu　397頁：pzlrZlata；BARANNII〈ov　129頁：

　xafe・nienn・st’・VALEは79頁以下で，まずノ盈δと共に作られるいわゆる「完結」を列挙し，それから

　　r強調」と「突然性を示す強調」（！）を挙げている。
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　　　　　　の

起こる一つの状態である（それよりずっと前に，何かがとりさられ，何かが「残って」いるので

ある），従って，純粋に状態性を表わす1痂舷と反対に，rah海雁の意味には一つの明らかな
の　　　

行為の要素が含まれている。

　いわゆる「完全さ」についてはこの場合ほとんど余り問題となり得ない。それどころか，それ

と全く逆のことが確証されねばならないのである。すなわち，ある状態を述べる単一の動詞は，

ある状態への途中にいること又は，（rah海厩の場合）一つの新しい状態の始まりを示すところ

の複合語よりも，明らかにより完全なことをあらわすのである。

　31．単一動講と海顧の合成語との間に，我々にとってきわ立った意味の相違が存在する六つ

の動詞について今確かめたことは，次のことを観察することによって一麟正しいことが分る。す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なわち，ブ認雁は，つねに明らかに一つの行為を示す動詞と同じく，ひじょうに頻繁に現れると

いうこと一一どれほど頻繁かというと，行為が外に陶って行くときの使役や作為動詞について現

れるdendiや，外在的又は内在的な再帰性をあらわす動詞についてのlendiと同じほどである。

48濾が状態又は動作の概念と対比して，動詞にすでに無制限に内在する行動又は作用の性格を

目立たせるように，又μθ厩が文の中にすでに表現されているか，又は行為の性格と共に与えら

れている再帰性をもう一度書葉の手段で広げるように，その意味によって，すでに多くの自動調

に内在する進行の概念が，ブ伽滋によって表わされるのである。そして，46短や勧πと語幹と

の結合の場合と同様，ブδ雁との合成語も「強調」はほとんど示されないのである。何故なら，

「行為」又は「作用」，「主語の関わり合い」とか「でき事」等の範瞬としてはもはや展開し区別

しないところの文章論的形式要素が附加されることは，現に起こっている現象とか又は，起ころ

うとしている現象の強調表現ではない。ja”aは原鋼として，でき事を表わすすべての語と結合

できるので，幾百通りもの例は容易に挙げることができようが，私が無選択にあげた若干の例で

十分とする。

　　4殖禰「来る」，chd殖厩　「広力Sる」，　milブ4厩「会う」，　khul賄雁「鯛く」，1彰jiMa「こ

われるA（臼動詞），gir　j伽可落ちる」，　barh殖擁τ増すふban裁煎τ成るふghabrti　jδ禰

　　「困感する」，akhat毎厩「不快になる，傷つく」

　32．又，自動詞と結合される海漉ができ事それ自体を意味することは，殖厩のもとの意

昧，「行く」からも容易に理解できる。語幹は，4θ顧とlendiの場合と同様この場合も又，先行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の性を示すという本来の機能をもたない。これに反して，でき事の内容を示す主動講と，「でき事」
　　　　　　　　　

という範疇を示す助動詞一両者は全く同時刻に行なわれる一の概念とのある密接な融合がここで

も起こるのであるQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
33．でき事の概念の明白化によって，表現は一層限定化され，正確になり，輪郭がとられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51



一
ちょうど4θ磁の場合に，他動詞性の概念の拡大によってそうなるように。又，これによっ

て通常，意味のニュアンスー訳文によって把握できる一も明らかとなる。

　　・vah　ek々5岬Socti　hai：is　m6　bai㌻hq．　ant　me　vah　niScaY　karti　hai：baiζh　j麟（Pr．

　　NVirmal（i　8頁）「彼女は一瞬これに座るべきだろうかと考える。ついに，座ろうと決心する」

baitlznaが助動詞を伴なうと伴なわないとにかかわらず，動作（「座る」）を表わし，状態（「座

っている」）を表わしていないことは文脈からして明らかである。しかし，助動詞のつかない方

は「～すべきだろうか」という接続法が優柔不断な思考を示すことができるのに対し，助動詞の

ついた方は「～しょう」という決心＠蜘αッ）を表わすことができる。何故なら，決断意識にあ

っては動作が（それがただちに起こらなければならないので）より一層確実に思い浮かべられる

が，優柔不断な思考にあっては，それほど正確な形ではなお考えられないからである。

　　　　　　　　　　　b）他動詞と結ばれるノ伽6

　34．他動詞と結ばれる毎厩の機能は，そのもとの意味からしらべなくてはならない。その

際，語幹の働きにも又，注目しなくてはならない。このことを知るためには，語幹＋刀細の過

去形の構造を，46厩やZε磁の合成語における過去形の成りたちと比較することが有益であ

る。dendiと」θ厩の場合は，過去形において主語の構造はつねに主動詞に応ずる。圧倒的に多

数の使用例では，主動詞は他動詞である。従って主語には゜ne形がとられる。しかし，主動詞が

自動詞である少数の場合（§18と§24のho　lendiとdZ8顧）には，過去形において主語は直格

形をとる（佛えば，ve　cal　diye，　vah　mere　piche　ho’かの。この使用で，　den　ciとlendiがもは

や本来の動詞としては金くうけとられていないことが示される。何故なら，dennと♂8厩の定ま

った形にもかかわらず，構文を決定するものはdendiとZθ雁ではなく，語尾のない主動詞だか

らである。主動詞と助動詞は完全に一つの単位となっているのである。他動詞の語幹と結ばれる

露雇の場合はそうではない。この場合過表形において主語はつねに直格をとる　（例えば，vah

feah　gayd）。だから，構文を決定するのは助動詞である。これの意味はしかし，この場合には主

動詞と助動詞の結びつきが，46磁やlendの場合ほど，あるいは又，自動詞と結ばれるfa－ndiの

場合ほど緊密でないということである。何故ならここでの助動詞は，合成語の構成をなお決める

という程度において一つの独立を保っているからである。だから，den　（iやte？ZtZと類推して，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例えばle・ah刀瀬の場合「醤う」のと「行く」のが醐時であるとか又は，々αrノ碗8の場合「する」

　　　　　　　　の　　む
のと「行く」のが同時であると言うことはできない。何故なら，「誉う」と「する」は他動詞で

あるが，「行く」はここでは（その合成語においても），その自動詞性を維持しているからであ

る。だからここでは，「する」と「行く」が一時的に分離すること，つまり「なし終えてから去

ってゆく」というもとの意味から出発しなければならない。大ていの場合，このもとの意味はず

っと保持されつづける。例えばよく使われるle海厩「とって，そしてそれから行く」；「もち

去る」。しかしここでは，もとの意味が変化し，助動詞が主動詞の意味のみを修飾して，それと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52



並んである特有な意味の機能を維持しないような場合のみを調べることにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．「何かをなし終えた後，去ってゆく」という意味は，行為から間隔をもつということであ

る。それによって，他動詞と結ばれる海厩の果す役割の普遍的で，あらゆる個々の場合を含め

た規定が加えられるのである。もしこのことが，「海禰は主動詞に認α」8切〆⑭の概念を与える」

（Hincktsta7zi　129頁）とのBARANNIKovの観察（結局のところ，説明もなく，他動詞と自動詞

の区燐も述べられていないが）の意昧であるならば，彼のいうことは確かに正しかろう。

　間隔をとることは，実にさまざまな方法で実現されることができる一空間的，時間的又，何

らかの心理的な方法で。さらには又，「行為の後去ってゆく」という概念が変化し，さらに発展

してある結果に帰するという意味の使用もある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　
　36．まず，すでにその意味に従って何らかの聞隔をとることを表わすような他動詞と結ばれ

るブ4漉がひじょうに規則的にあらわれる。従ってこれまでみてきたすべての動詞について考察

した事柄は，他動詞と結ばれる殖短についても該当するのである。つまり，この場合のブ伽δ

は主動詞の意味に含まれている一つの要素を発展させ，明らかにし，表現できるものとするので

ある。例：

　　o肋r5の痂「後に残す，後に残しておく」（chor　dena「放棄する」「去る」と比較せよ）；翅

　　ノ8瀬「拒否する」，「堪える」等；bacd．勉細「用心する」という意味で「遠ざけておく」例

　　：ρr爵顔舷khatra　6αc4勉短1「賞賛されることの危険を警戒すること」；加π2z議切ノ勲廃

　　　　　　　ふち
　　（薩訳）〔縁を切り離す」　：「おくびょうに逃げる」；himmat　har勉灌「勇気を失う」（この

　　でき事のもう一つ別のニュアンスは6α姫磁によって，正確にされることができる。§67

　　参照）；in　le　dr　kar　jiMa「拒否する，断わる」；vacan　deブ伽δ「約束する」；莇観海顧「忘

　　れる」；xabt加r海禰「あきらある」；ma．un（cup，　cuPPi）∫δ議jdnit「黙りこむ，物を言わ

　　ない」

　これらは空間的，蒔間的そして精神的な闇隔をとることに対する例である。　「精神的な間隔

をとること」は，目的的でなかったり，又は不本意であったり（himmαt　lt　ar　i．ゆ舷肩．），又は

故意で（痂舷rkar　j．，　vacan　de　j．，　mattn頭励j．，　xabt　kar　3．）あり得る。　「約束する」又は

「あきらめる」がjanitで組みたてられると，それは過去から距離をおくことを惹味し，一つの

新しい抑制がみられる。

　37．誰かがある仕事から「離れ」，間隔をとることはすなわち，少なくとも，彼がその仕事

を，完全には終ってないとしても終らせて，完了した，ということである。海漉と結ばれる多

くの他動詞にはKELLOGGの定義‘finality’（260頁）が金くよくあてはまる。「離れてゆく」こ

　lJAII　ENDRA　KuM入R：841z髭ッα舷SreNaαur　Preya．293頁．　Dllli：Parvoday　PrakaSan　1953（jainendra

　　Sahitya　7）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
とはさらに，その行為をも通りぬけて行き，何らかの意味でその行為が完成されることを暗に示
　　　　　　　　　　　　り

すことができる。他動講の～部には，しばしばすべての刀顧合成語についてのべられている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ定義（KELLoGG：coMpleteness，　KAMTAPRASAD　GuRu及びHindl　Sabdasitgar：ρzzノ’抑彦のが

実際に当っている。完成されることは，目的語が行為と金く関わっている事が本性でもあり得

る。これには，たとえば飲食を示す動詞が属する。

　　　lehdi　janct「食べ尽す」，　ni　g　al　」　an　it「飲み込む」，　Pi海禰「飲み千す」

これらの動詞は又，」8顧とも合成されるが，その場合は，自分のところにとることという意味の

要素が精確に表現されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　
　次の若干の例文で，ブ伽δが他の動詞との結合でも暗示するように，行為が完全に，徹底的に，

む　　　つ　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　コ　　　ロ

根本的に又は首尾よくなされることを示そう。これらの概念はしばしば，副詞的な使用を通し

て，あるいは形容詞又は，目的語を示す語の選択によってすでに表わされている。助動詞によっ

てのみ表現されることもしばしばある。

　　tathya…VYαkti－jivan　ke　Prasar　me　gahrl々吻kdt　gα顕（hai）i「事実が…人の生涯に

　　深いわだちを遺してしまった」

　　Pale4it　ZtS　leo　pari　tarah　jhahjlTor　gaye　the「パンディットは彼を完全にゆさぶったのだ」

　ある批評家が書いているには，大ていの詩人の作品はその流れの中で時間によって洗い流され

る。しかし，その作品が忘れられても批評家はこういう一aPne　yZtg　me　ve　aPnd　kdim　kar　hi

ブ鷹θhai「自分達の隣代に彼らはすでに自分達の影響を及ぼしている」つまり，だから彼らは
　　　　

成果を得ているわけだ。

　本の校閲をしたある編集者についてこういわれる：ve　ttse　pari　tarah　dekh　gaore　hai「彼は

それに完全に瞬を通した」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　mtil　siddhantg　ko　ab　hame　46肋毎磁hai2「これらの根本原則を今や私達は（詳しく）

　　観察しなければいけません」

　　　　　ノ　　ツadi　Sa？zta　orah4　na　hoti　to　kadacit　Sadαn　aPne　man　keろ傭ηρko　Prafeat　kat・ne　le　cZ

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　sahas　kar　fa－tdi（Pr．　Sevasαdαn　281頁）「もし　Santaがここにいなかったら，’おそらく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　リ　　の　　　
　　Sadanは勇気をもって（すなわち，効果的に奮起して）自分の気持を打明けたことだろう」

　　ハ4αdansVz…PadmasZh　fee　marm－stlz　din　Parαisd　var　kar　gaore　fei　vah　rat－bhar卿α卿

　　rahe（Pr．8θ刀45α4α2z　313頁）「MadansinhはPadmasinhの急所をこれほど激しくついたの

　　で，Padmasinhは夜通しもがきつづけた」

sacc面んα競轍yαんi⑫disα瀬sεδ1琵麺αゆ蕊jaega（S漉めα嫉Sreyαaur　P？・εyα163

　　頁）「真の信奉者は，無の崇拝からさえ，益を得るだろう」

1　Ajfieya：Jay－dol（Nal　I）ilh：Pragati　Prakagan　1951）11頁．

2　Vir　oBA　BH入vE：Gita－Prauacan，　Haribh諏Upadhyayによるヒンディー語訳．18頁．（5版．　Nal

Di11i：Sasta　Sahitya　Mavda11952．）
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　38．知覚動詞の場合，fandは行為が完全又は効果的であることを暗示することができる。

　　ノ伽毎雇「知る」；pαhcan海η魔「識別する」；samajhノ伽6「理解する」等，下記参照拷む

　　jimd　f推測する」；siklZ　jand「学ぶ」；ρα擁刀禰「通読する」；pαricit加厩毎禰「知らし

　　める」；謙妬海厩「（完全に）教える」

　PariCit　feardi　dendiが並行して現れるParicit肋罐海厩，又，当然sifeha　denaもそれと並

んで可能なsifeha方廊を例外として，上にあげた動詞はすべて，　Z8廊との結合でも現れる。

ブ伽δとZ8短の両合成語間にある意味のちがいは，あらゆる動詞とそれらが使われるあらゆる

場合に対してその都度助動詞の用法を完全に説明するか，又は明白に規定するであろう一つの形

式によっては記述されることはできない。それでもこういうことはいえる。つまり，lenaはし
　　　　　　　　　　　　コ　　　　　り　　の　　　　　ロ　　　　　　　　　コ　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　

ばしば，とり上げること又は受けとることという概念に相当し，jimaは浸透性という概念に相

当する。このことを，samajh　Z8短／Sαmajh殖η認の一対をただ一つの例として示しておきたい。

　5α彿α苑len・tZの意味は，承知する，仮定する（ある場合を，従って多少共任意的に），～と信

ずる，見分ける（ある誤ちを），考慮に入れるド・を熟慮する（・がどういうことかを），というこ

とであり，いいかえると，受けとるとか引き受けるとかいう態度において，ある状況を現実化す

ることである。例：

ab撤＆〃nαn　dhαirva　fee　S励yαんsdri　viPattiyepゴゐ8漉痂，2’5　ne　sama三h　liya　tha　fei

αδ　isi　7zarak－kur？4　me　ゴ歪ηαη　v：ソatit　たαrndi　ゐα｛　to　in　bdtg　se　為αん¢　tafe　bhdgr£　（Pr．

　　Sevasadαn　113頁）「これまでSumanはこのあらゆる苦労にじっと耐えてきた。彼女はこ

　　う思っていた一今この地獄穴で生涯を送らねばならないのなら，これらの事からどこまで

　　逃がれようか」

　∫伽α齢海厩々ゴ…もしばしば「…と考える」と訳してよいが，しかしここで大事なのはsamajh

18磁のように理解しつつとり入れること，又は故意に受け入れるということではなくて，ある状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　の　　　　　　　　

況の解釈，すなわち，認識に即しつつ，ある状況に浸透すること又，所与の事実から推量すること

である。例：

… vah　ro　PαrCt．　SZtman　samalh　gai　hi　n・ere　vαh　vahyαakhar　gaye（Pr．　Sevdsadan　104

　　頁）「…彼は（不意に）泣き出した。Sumanは，自分の言ったあの雷葉が彼の気に障ったの

　　だろうと思った」

同じ意昧でSαmαjhgα顕「みつけた」　「真相を見つけ出した」といい，又ひじょうにしばしば

samajh海禰は，「深い意味でいろんな関係の中へ浸透していくこと」を意味する動詞に適合し

ている廊αッという語を目的語にとる。～例：

　　SitbJzactra々8　Prati　un　lee　hrday　me　ekηα顕Prem　jagrt　lzo　9α顕…unhene　vimal，η魏一

　　ddh　bhdiv　se　use　dekha．　Sttbhαdrπis舷aSay　samajh　gai　aZtr　ltS　fe　di砂ぬツのz侃4　se

　　”vihwal　9αdgαd　ho　gaydi（Pr．　Sevasadan　275頁）「彼の心・にSubhadra（妻）に対する一っの
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　　新しい愛情が目覚めた…彼は濁りのない純な表情で彼女をみた。SubhadrEはこの（彼の表

　　情の）意味を理解した，そして彼女の心は喜びで小躍りせんばかりに感激した」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　次の例では，ある人が彼自身の精神状態を分析し，それによって一つの確固とした結果に到達

することが，samajh　jonaによって表わされる。

　　Aπar　ne　Unmatt　hofear　feahd：，mai　bαdgoz　seπα椀4αノ・躍，　Sahlnti，　ratti　bhar　bhi紹砿‘

　　tehin　8々hi　Pal　me　vah　samajh　gaya：，ma老6励舷fo－td勿．‘（Pr．　Karmbhzimi　90～91

　　頁）「Amar（始nt）は興奮していった一私は中傷など恐れない，　Sak1natよ，全然恐れない

　　一しかし次の瞬聞彼は（娘と自分を）欺いているのに気がついた」

ここに現れる二番目の毎厩の合成語（bahha　jana）は§36に分類してよい。「欺くこと」は現

実や事実からある距離をおくことである。これらの例は知覚動謁の，tenaと鋤漉との結合を

説明するのに十分であろう。この方法のさらにすすんだ研究は，一つの詳細な文体的又岡意語論

的研究に属し，その研究成果は又，語彙的研究の一部にもなるだろう。

　39．完成性の概念は，すでに上で示したように，必ずしも必要欠くべからざるものではなく，

「離れてゆく」という概念を表わす助動詞の使用と常に結びついているのである。終えられた行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　
為は未完成でもあり得るし，中止されるが，しかし最後に中止されることもあり得る。さらに，
　　　　　　　　

ただ終結又は最終のことだけが表わされ，完成性の問題は全然関係しない場合もある。さしあた

って意味されることは，状況又は附随的表現から明らかであろう。例：

ゴo　likha　likh　ht　gaya　jαisε　ci＃lzi　likhi　jati　hαi　（Sdhityα　々廃　Sreya　atLr　i）re）ia　289頁，

　　テキストにはtikhi　fati　haiとあるべきところを，誤ってlilehノ観haiとある）　「私は自

　　分の書いたことを，手紙を書くように書きなぐった」

　　ma老itni　der　tak　aZtr髭πδsqskrt－sdihitツα　keαdhyayαn　se　nikLe駕めρPar　1（ah　gaya

　　側rto　bhi　maiブ伽緬勿fei　vidvan　log　samブhege…勉ゴo　fe　Zt　c　，h　maine　kah　ti　hai”vaゐ

　　bahut　kam　haiαZtr　adhera　lzai1「私はこれほど長時間も，又，サンスクリ，ット文学の勉強か

　　ら得られた結果についてこれほど多くを話したが，それでも私は，学者達は私のいったこと

　　はすべてひじょうに少なくて不完全なものだと思うだろう…ということを知っているj

Babtirav　Ahmadabδd　為乞　mitg　m望　bhi　hδm　　んαr　gayδ　hai　「Babミ｝rav　　（1955年3月にニネノレ

　　ー暗殺を試みた男）はかってアーメダバードの工場にも働いていたことがあるj

yeわ嫌6mit　hi　darεse　itye　the．　aPni　6　efeαr　zamin　me　sε1efear　xamin　mujhe　de

　　gaye…ek　garibδ≠4　hai　aur　cha（z　me　se　ek　ekar　de　jata　hai．ツalz　lz　ua　na　hucz　lei　efi

4覚sre　b　lt　di，　jo　it　afi　4琵r　se　aye　オ為θ，　bavan　eたα7喝　deka！：　cale　gaye　（Bhndan－Yaji｝α　18頁）

　　「この友は六マイル離れたところから来て，自分のもっている六工一カーの土地のうち～エ

　　ーカーの土地を私に委ねました……ある貧しい人がやってきて六工一カーのうち一工一カー

1　R．PRAsAD：S菟skrt　ka　adhyayan（Patna：Slri　Ajanta　Press　Ltd．発行年不明）121頁．
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　　を譲渡します。するとまもなく，ひじょうに遠くからやってきた瑚の人が実際五十ニエーカ

　　ーの土地を与えたのです」

　完成性又は不完成の如き概念は，最後の例文の三つの行為の場合には，平行して存在している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

しかし，与えることが最終的であること，又与えるということが譲与であるということは海禰

によって明らかにされるのである。与える人が寄付の後，実際に「立ち去る」ので，もとの意味

が同時に現れ，最終性がここで，文字遍りの直訳，「彼は与えた，そして立ち去った」によっ

ても表現され得るだろう。三番目の場合は，かなり大きな寄付行為が動詞表現の強化を誘発し

たのである。つまり，語幹の代りに，－karのついた語幹が，又単一の殖短の代りに補形的な

catdi毎灌が用いられている（§82の殖短との強調，参照）のである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　
　40．「ある行為をなして，それからすぐに立ち去る」のは，迅速性を意味することができる。

海厩はしばしば「迅速性」（SJ9ゐrata）の概念をよびおこすとのKAMT入pRAsADの観察（Hindi

乃・励αr曜397頁）はこの点で注目に値する。特に，その行為がただ中止されているものと理解

され，完全に終っていると掘握されていないときに，迅速性の概念が現れることができる（§39

の最初の例文参照）。samajlzノ伽δが多く使用される際（§38）も又，「浸透性」の概念と並んでこ

の概念が，ガ厩の使用の動機として共に作用し得るだろう。さらに又，その性質に従って，つ

ねに迅速に推移するという行為があって，そういう行為を説明する動詞はひじょうにしばしば，

如読と組み合わされることがある。　「触れる，接触する」という意味の動詞cha刀磁，　sp　Ci　1’・S’

たαr海短がとくにそうである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　り　　む　　　
　ある行為からの内面的精神的間隔は，その行為が表面上は容易になされるということまで通じ

ることができる。この二＝アンスも又，jCMaによって強調されるのである。例：

svabhavih町雛htii　hotiオo　s傭醸α℃αオ魏観ke≦餅乏↓施畝αr　car　qsa　bahcit廊e

　　（Pr．　Sevasαdan　238頁）「自然な死を遂げたのだったら，おそらく彼の敵さえもが来て，い

　　くらか涙を流したことだろう」

ここでも又，ガ短が同時にもとの意味ももっており，直訳でも行為の表面的なることが述べら

れよう：「いくらか涙を流したことだろう，そして再び立ち去ったことだろう」

廊7zのo　bat　324」擁di，　man　gα獅（Pr．　Sevasαdan　69頁）「その人が提案したことを（すぐ

　　に）信じた」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　41．ある行為との間隔は又，人が何らかの意味で遠くへ行きすぎることによってもとること

ができる。この観念も又，ガ厩によって強調されるのである。例：

mαt　zyadd　kah　gaya（Sahityαka　greyαaur　Preyα288頁）F私は多くを語りすぎた1

　　MadansZh　ke　sambandh　me…ve　us　se　bahut　adhife　kah　gaoreブo　valt　kahndi　cahte　the

　　（Pr．　Sevasadan　265頁）「Madansinhについて彼は自分が言おうと欲していた以上のこと
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を言った」

　42．「遠くへ行きすぎる」という概念から，まさに多くの場合が説明されうる，一一どういう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ場合かといえば，何らかの意味で「偽り」と考えられ，欠陥のある，不適当な，無分別な，等の

行為と結ばれてja・zaが用いられるときである。

　R入MCANDRA　VARM入はその著Acchi　Hindiで，彼が誤りとみなしている言葉の用法を記

述する際に，全く規則的に助動詞ブ伽4を使っている。例えば，feah海罐とlikh殖顧におけ

るブ伽δである。しばしば，不正確の観念は，一つの副講使用以外によっても表わされる。例：

（154頁）

　　kuch　tog　bhram　se　feuch々プかあη醜ξα曾fρkti　PrαツOgρr砂ψ∫4ノ勲ke　samdin　karブ薦8

　　hai「いくらかの副詞を誤って名詞のように使う人達もいます」

さらにもう一つの例：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ノ

　　ある批評家が文学史家であるRAMcAr　DRA　SuKLAについて書き，彼の見解がRλMcAN－

　　DRAのそれと異なること，さらにつづけて，　R八MCANDRAが歴史を純紳1こバラモン的．見地

　　から眺めていることを観察し，そしてRAMCANDRAの個々の見解を挙げてからこう書う：

　　tαthyρki　kami　ke　ka，ageα∫躍kah　jana　koi　asαmbhav　bdtηα侮lzai「事実が欠けている

　　ので，このように主張することは不可能なことでは全くない」

kahノ盈反はここでは，感情を強調して「主張すること」によって示し得るような観念のニュァ

ンスを表わしている。一方岡じhah　jdnaは他のところで，感情のない，ある有効な言葉も示

すことができる。｛ダ1えば，yah　vakya　J諏2z6∫ηαr　kah　gaye　lz　ai「これはJfianeSvarのいった言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
葉だ」において，ブ伽認は単に，行為からの時間的な聞隔を強調しているように思える。次の例

丈でも，ノδ漉の使用は感情にもとつくものである。

　　加」α1翻αtekhafl　payha　gaye　ki　Hindug　ke　oralz4　itih8s　likh7zeん読o砂αrα解餌編πα侮thi

　　「西欧の作家達は，ヒンドゥ教徒達には歴史を書く伝統が全然なかったことを学んだ（又は

　　主張した）」

　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　
もちろん「西欧の」作家達の見解は誤りである。

　ある雑誌の報告にこういう文章がのった。女性外交富のVIJAYA　LAKsMi　PAND五丁がニュー

ヨークで，ガーンディーの原則は新しいものでないと語った話題一報告者はそれを正しいとは

認めていないのであるが一一についての記事である。

yahδ鷹Srlmati　Pa94it　ieisαrth　me　kah　gayi？「このことをパンディット夫人は，どの

　　意味で主張したのか」

　面雁との合成語における，距離をあらわす動詞は従って次のことを意味することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

すなわち，その言辞は浅薄で無思慮で早急で，従って誤りである。　　いく分誤っていることを

表わすためのjclnaの鋼をさらにあげると：
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tog　Prαvcth　me　ti　le　ar　gαttiN4　kar　jate　h．ai（B励4伽一Yα薄α20頁）「人々は絶えず誤ちを

おかします」

4αプπ8甑彪　mαuqe　Par　aise　bttre　kam　karブαπhai　fei　us々o　hi　6観m6緬万π6　horte

tagta　haii「恐れる入は，折にふれ，自分自身後で驚くような悪い行ないをするものです」

ハろ　andi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　43．でき事の概念を明らかにするために，そのでき事が「来るもの」としてとらえられ，そ

の行為が，文脈で話題となっている人や物にふりかかり，あるいは接近してくる場合に，鋤Z‘τの

代りに魔雁が用いられる。従って，運動の動詞の場合に，それが「離れてゆく」のでなくrこ

ちらへ来る」ときにπ厩が現れるのである。例：

　　laut　cina「もどってくる」；πtarσ顧「降りてくる」；nifeat伽δ「出てくる」；man　ttS．　），a　ke

iirdαN　m¢　devatit　kd　て〕δs　Jl　ona　c蕊h錠ソε，　♪αr　δ」　たe　yag　m¢　♪α禽‘診δ　gh’tts　dツi　hai　マノyP，彗9の

　　心の中には，神性が宿らなくてはいけません，しかし今日の時代では獣性が入りこんできま

　　した」

ここでgayiの代りにの」となっているのは，文章が「人間の」観点から話されているからで

ある。慣用的なdintiとの合成語は次の通りである。

　　4klze　bhar（又は4α64α6の塵「両の目に涙が一杯たまった」；bukhtir（ノvar）侃地clttZ　hai

　　「熱が出る」；ban伽4（＝ban　Parna§53）「可能である，うまくゆく」；瀬4　ho　dincz2　r思

　　い出される」等。

これらすべての場合にはでき事は同時に「来ること」である。自動詞又は他動詞について‘7短

の現れる場合，しばしば実際に二つの行為が存在し，二つの行為がすぐ後から連続してなされ，

かつまとまった意図でなされることによってのみ一つの単位として結ばれるのである。例えば，

le　cind　＝＝　ldn　di「とってからこちらへ来る」x「もって来る」；lz　o伽d「…からこちらへ来る」（文

字通りには，「…へ行って，来る」；場所を示すものは，後置詞のつかない叙格である。）そして

rah（ZncZは斜格をとる。

　　do　54’γ”砂磁rahδ顕h4（Pr．　Sevasαdan　251頁）「二年聞私はヨーmッパにいました（そ

　　して今はここへ帰ってきています）」

　　　　り　　　　　　の　　ロ

　44．他動詞にtlntlが現れるとき，主動詞と助動詞「来る」の概念が，ちょうど他動詞と結ば

れたブ伽δの場合と全く同じような方法で，融合して一つのまとまった概念となることがしばし

l　Vinoba　Bhave：Santiyitra（Nai　Dilli：Sasta　Sahitya　Ma燭a11953）62頁．

2　おそらく，Yitd　ti海短の改まったもの。（§45）
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ばある。すなわち，話し手が，行為者がその行為に従って実際に具体的に「去った」のではなく

て，ちょうど今述べた状況からみれば「こちらへ来た」又は以前の場所に「戻ってきた」という

ことについて考える場合，その話し手は，間隔，終結，完成等を表わすために，反対の場合なら

これらの概念を表わすであろう毒厩の代りに伽δを用いるのである。何故ならインド人はひ

じょうに具体的に物を考え，「行く」と「来る」の区鋼をいつも鋭くするからである。特に，一

人称において，fandiの代用がandiによってひじょうに頻繁に現れるのは，話し手がそれ自体か

らみていつも「ここに」いるわけであり，ある以前の行為から「こちらへ」来るからである。こ

のような結合においては，dindは，ちょうど「中間態」のlenciが強調的に「活動的な」4θ漉

に対応するのと金く同じく，助動詞毎短に対応するのである。dnfiがienitほど頻繁に用いら

れないのは，一蕨では，海雁との他動詞の合成語が又，dendとのそれほど頻繁でないというこ

と，他面では，主文における自動詞の場合，ただ運動の動詞のみが「行く」と「来る」の区別を

暗示するということと関係がある。一例：

　　（mai）vacαn　de　dyi　h4（Pr．　Sevasadan　118頁）「（私は）約束をした」　（§36．のvacan　de

　　jandを参照）

　　mai　apme　kiye　kdi　phal　bhog⑳認勿（Pr．　Sevasadan　166頁）　「私は自分のしたことの報

　　し、を　（最糸冬自勺に）　貝費った」

　　abhi　ltS　se加ゐ砂4勿ki　mujheη勿励karnd　manxabr　nahi（Pr．　Nirmaia　25頁）「今し

　　がた，（息子の）結婚をさせることは承服できぬと，（最終的に）彼はいってきたj

　　us　yug々o　ham　Plche　chor　aYe　hai「その時代を我々は後に遺してきた」

これらのすべての例では，δ厩は行為又は最終的に有効なことからの間隔の表現であって，遊厩

の代りに勧δが用いられているのは，話し手が，彼が彼の言う行為から彼のいる状況へと「や

ってきた」と考えているからである。

　三入称の場合の例：

　　（vah）52r694v　o舷ηのZ（Pr．　Manasarovar　5，3）「彼女は村中をくまなく（徹底的に）

　　さがした」（そしてちょうど今述べた状況へともどってきた）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　45．今日の文献では，dindiと自動詞の語幹との結合が（他動詞と同じように）非常に頻繁に

みられるようになった。今日，とくにますます，出来事が，誰かに「接近してくるjものととら

えられることが多くなったようだ。JAINENDRA　KUMARから二つの例をあげると一（その中

では，慣習的な標準から判断すると，亘雁の使用はすでに全く異常である）。

tab　svasthツa一励h　ke　tie　us　rog　kd　nivarage　Zar・ari　ho　dtd　haii「それで，健康を得るた

　　めに，その病気をなくすことが大切となる」

　　rah－rahfear　SaYad　feisi　Purdini　bimari　kiηαゴα乃se　4肋ke　pas　ki々漉z　sikur　dti　hai

1　JAINENDRA　KuMAR：1）’lrvoda），．　D量lli：P砿voday　PrakaSan　1950．（Jainendra　Sahitya　1）．158頁．
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　　（Sdihityα舷∫rθッαaar　PreNa　179頁）「繰り返し繰り返し，おそらくは以前わずらった何

　　かの病気のため，臼のまわりの皮膚がたるんでくる」

　しかし，多くのインド人の言葉の感情は，伽4の使用の過度の拡大をjanaを犠牲にしては，

承知していない。RAMcANDRA　VARMAはAcchi　Hindi（159頁）でこのことを酷評していっ

ている一「どこを見ても，至るところでこの動詞がむりやりはめ込まれる」。そして彼は，実

際今日，文学にしばしば出くわすところの一連の結合語を誤りとしてあげている。例：

　　z，ah　ghabraの4「彼は狼狽した」；wah物3⑳直「彼は笑った」；vah　ro　ai「彼女は泣いた」

今日のヒンディー語のこの傾向をもっと正確に知るためには，個々の作家の言語慣用をとくに調

べることが必要であろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　46．現在分詞との結合において，δ灌は過去のある時点からより近い時点又は現代に至るま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

でのある行為の連続的な進行を示す。この結合例はこれまで文法家達によって，望まれているほ

どには明らかにされていない。KELLoGGは不十分な指示しかしていない（§754，1e　446頁）。従

ってここでは，それが分詞構文としてこの論文の範囲には入ってこないけれども，それでも若干

の例を手がかりとして主要形式について簡単な概観をしておこう。

　a）時代を通じて「由来した」と想像することのできる何かが主語である文章が出発点で，そ

の際，運動又は時代によってひきのばされることが助動詞dnaによって表わされ，そして付加

されたCαldによって通常一層印象的に表わされる。例：

．vah　tanavαろtak　cald　di　rαゐδhai「この緊張は今なおつづいている」

　　（yah）Prathdi　Prcicin　kdil　se　cali（lti　hai（Pr．　Kecclz　Vicar　22頁）「この風習は昔からずっ

　　とつづいている」

　b）意図された意味が廃短以外の動詞を要求するとき，その動詞は現在分詞であらわれ，文

法上，主語と一致する。さらに加えて，伽δは助動詞として，付加されたcaldと共にしばしば

一定の活用をする。さらに，現在分詞に加δがつけ加えられる。伽δは文脈によって要求され

る時相にあらわれる。例：

H加擁Sαdαiv　yah　viSvdis　karte　a　rahe　ha老「ヒンドゥー教徒達は，いつもこのことを信

　　じてきているj

　　PadmasZh　use　bhi　talteの8　tlze（Pr．　Sevasαdan　267頁）「Padmasinhはそれ（提案）を

　　もずっとしりぞけたのだった」

jo　bat　sanata？t　se　hoti　cαli　ayi　hai（Pr．　Sevasadan　l56頁）「古くからつづいてきている

　　こと」

B蔽rα卿αS融戯sarvαbhα襯αr砂SεBharattve　ka　haSyage　karti　hist　Cα1τayi　T　Kソド

　　文化は，最高のやり方でインド人達の至福を得させてきた」
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v．PaTnd

　47．Par3iaはdena，　tend，　jh，2　diほどには普遍的に使われるものではない。－4θ漉とlen　ci

はすべての，あるいはほとんどすべての他動詞と結ばれ，jandiはすべての臼動詞と結ばれるこ

とができるが，さらにdendiとiendiについては自動詞との若干の結合，又賄磁については他

動詞との多くの結合が加わってくる。Parnaの意味を調べるのは前の三つの助動詞ほど容易では

ない。他の三つの助動詞の場合よりも重複表現が稀だからである一それがあれば，ραr顧の機

能を規定するのは容易なのだが。

　Parnciは「落ちる」という意味だが，大ていの場合，比喩的な意味（例えば，誰かにふりかか

るH光とか義務とか責任について）のときとか，ある種の型通りの使用（例えば，投げられるさ

いころについて）のときのみ，その「落ちる」という意味をもっている。名詞と結ばれる場合，

それはしばしば4δ痂「投げる」に対亦する自動詞となり，「…に落ちこむ」，F前にあらわれ

る」，「起こる」という意味になる。又，形容詞と結ばれる場合，「なる」という意味であって，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかも主として，正常な状態からのある下降又は何らかの意味でより悪い状態への移行を意味す

るような「生成」をあらわす。

　名詞や形容詞と用いられる場合と同様，動詞と結ばれて用いられるのも，さまざまな形式があ

るようだ。決まった結合が普通であって，そうでないものは普通ではない。多くの結合はそのと

きどきに応じて形成されたという印象を作る。説鯛したすべての助動詞と岡様，Parn　ftも又，動

詞表現に何らかの意味での限定の意味を施すのである。

　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の　　り
　48．もとの意味に応じて，ある下降運動をあらわす動詞にあっては，この方向をより限定的に

示すことが肝要なのである。それはちょうど，いつも下へ向いているにもかかわらず我々が「下

へ倒れる」というようなものである。例：

　　gi？一　Pa？“nd「落ちる，倒れる」；kzid　Parna「下，又は中へ飛び込む（たとえば水中に）」；

　　clZ　i4　Parna　rすべりおちる」；・ital－Parna”「おりる」；eaPakραノ襯「したたる」；ノ加々Parndi

　　「傾く」；　tabt　Parna「不意に襲う」；ttmar　Parna「波うつ」（川の流れ又は群集について）；

゜pαrjhαPaC　Parna　r…1ことびかかる」

　49．多くの結合において，その下降運動は本来的なものであろうが，しかし決してそれが使

用されるどんな場合にも現れていることはない。Parndの意味はひじょうに拡大されていて，

運動をあらわすある種の動詞にあっては，ραz磁は単に運動の行為を強めるのに役立つだけであ

る。これによってparndは，一般的にあらゆる場合に（たとえば，翅Parnaにおける如く特

別な意味が存在する場合を除いては）麺厩と競合することになる。KAMTAPRASAD　GURUは，

parndは大ぞい毎漉と岡じ意味だとはっきりいっている（398頁）。それでも，しばしば両者に，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ微妙な差異の存在することも確かなのであるが，それをつかむのは困難である。ε磁4α5確αrが
　　　　　　　　　　　　　の　　の
いうように，ParnCtは突然性（a”feasmikatdi）の概念を示すということは，多くの場合にあてはま

　　　　　　
ノ

るし，又，Sαbdasagarでsayogといい，　KELLOGGでcha7zce（260頁）といっているように，

それが偶然性を表わすということも，これからすぐ我々の観察しようとしている一連の動詞につ

いては，確かに正しいことである。しかしながら，文法で示されたどの定義も該当しない動詞が

多く残っている。恐らくは，若干の場合の結合は純粋に慣習によるものなのだろう。parnaは

「接近」（ρ磁傭翻ゴ8）を示す，とのBARANNIKOVの説明（136頁）は不明瞭である。

　運動の動詞とρα∫厩がひじょうに頻繁に結ばれるのはcal餌∫厩である。　cal　Parndとは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

何かある具体的な動きに関連した場合，一般に，「先へ進む」又は「前進する」あるいは又，「遠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ざかる」という意味でのヂ出発する」ということである。

　　ltsi　vaqt　ek　yuwati　hhet　se　nikli伽ケmzgh　c乃ψの8，」¢9r距，　kαPreεqbhdtti，8んtαi－af　cal

　♪砂（Pr．　Ka2’mbhtzmi　25頁）「その瞬間，一人の少女が畑から現れ，顔をかくしながら，び

　　っこをひきつつ，着物をしっかりもって，一方へ立ち去った（ある方向にさらに進んで離れ

　て行った）」

　ノα侮Zlll　ki　aPramaya　Sahti…ko　vツafet　hone　kci　avasar　mild　ki…SZtvistir’i2η嫌α拶α々

　♪α躍dzieh　gayd　tatha　krtajftatap　iZ　r17・hrday　5θ1）rαbhtt　ke　oαrα掬me　sir　2zαη説αr　ham

gantavya　ki　or　cat　Pare（Sαtsakg－sndha　6頁）「彼の（神の）無限のカ…をあらわす機会

　　を得るやただちに…まっすぐ広がった，遮えぎるもののない道がみえてきた。そして，感謝

　　に満ちた心で神の御足に頭を垂れて，私達は目的地に向って出発した」

しかし比喩的な意味でこの結合が用いられることがひじょうに多い。

δ」たαiyαh！滋ρ剛撮cal　Pari　hai（Pr．　Sevclsαdan　156頁）「この頃こんな逆の風習がは

　　やった」

bhafeti－andotan　isiitm　ke　rtgαman　se　Pr6ttham　hi　Cal　Para　tha　「ノs’クティう塁重力匙ま回教徒の

　来る以前にすでに広まっていた」

ttS勉sa　jivatdi　is　naye　marg　Par　cat♪αrf（Pr．　Sevasαdαn　276頁）「彼の快活さは新しい

　　道（活動）へと向った」

is・Prakar　karm　se∫αザlr　atsr　liarlr　se舷ザ解たゆαrα紳磁cat♪鋸抜翻「かくして，

　　業から肉体がそして肉体から業の流れがでてゆくのだ」

　　LakhnaiZ　lee　ek　dhaπt　Parivar　se　batcit　cal餌戸（Pr．　Ka　i’mblz　zi　m　i　7頁）「Lucknowの

　　ある金持の家族と（結婚）話がはじまった」

　　ノ1’Srimadbhagavatamalulpurdtiaηn　7，7，47（sacitra甲sarala・h三ndi－vyakhya－・sahitam）．

　　Khaeda　1－2．　Gorakbpur：Gita　Press．2版．　savat　2008。
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上述の例から，ここでParndの機能を定義するのが困難であることが分る。多くの使用は慣例

によるところが多いようだ。異体的に使用される場合，calndiの意味から，遠ざかるという要素

をより多く表現するcal　Parndとは反対に，　cal　dendi（その外では，具体的な運動にのみ関連

ずけられているように思える）はむしろ動き出すこと，つまり運動の開始について指示する。

　しばしばραノ厩と結ばれるその外の運動の動詞はnifeαlndi「出る」，　lautnd「戻る」，さらに

2κ加痂「はねる」である。比喩的な意味でParnaの現れる結合は゜me／Z4　Pal’na及び゜me

lag餌∫厩「没頭する，没入する」である。これらの結合も又，多少共，慣用的なもののように

思われる。だから，ガ短又はandiとの，等しく可能な結合の差異は定義しにくい。若干の場合

（しかし，つねにそうではない）Parnaの合成語は意外性の意味をもっている。

　50．一連の合成語の場合，名詞と結ばれてあらわれた意昧，「起こる，生じる，現れる」か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ら出発すべきである。Parndによって表わされる，起こるということは，ひとりでに，偶然に，不
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

意に，しばしば突然に起こるということである。すなわち，それはしばしば変則的な何か，存在す
の　　　　　　　　　　　　

べからざる何かが起るということである（それ故，又，ひじょうに慣用的に用いられるときは，

主語又は述語名詞をとらずに，ρ岬厩は不幸，困窮又は病気を示すことができる。例：餌戸hai

un　Pαr；ve　bhiρ岬の。この関係に属するのは，　bhnl　ParnCt「道に迷う」であり，さらに又，

ひじょうに頻繁なのはδParna「現れる，突然入りこむ，…に落ち入る」である。例：

hrday　Par　60乃一sδdi　Para（Pr．　Sevasadan　104頁）は，二つの動詞認漉とpαrnaのもと

　　の意味が保持されるように訳せる。「いわば一つの重荷がきて，そして（彼女の）心にのし

　　かかった」
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

Svetakfe　8ん　aSokαmαy　sqsar　me　d　1）αr鷹　tha　（Citratekhl｝24頁）　ギSvet盈血k　尋ま一一つのう覧轡ヨあ

　　る世界に入ったのだった」

　　鋤砂αrkoi∫α競α宛Parta（lzai）（Pr．　Sewdsαda？z　88頁）「社会（ヒンドゥの）に，ある

　　困難がふりかかる」

　　akcil　d　ParegCt（Gita－Prαvacan　13頁）「危鐘が起こるだろうj

　　PrαSαi2g　aisa　4ρα毎’版，　ki　vah　aPπe　ko　nirdo5　siddh　learnn　avα9yαk　samajht4　thti

　　（Pr．　KarmbhtZmi　46頁）「彼が自分の無罪を証明することが必要だと思うような状況になっ

　　ていた」

しばしば，Parndに含まれている意味の二＝アンスが，副詞によっても重複的に表現されること

がある。

　　舷鴛itnδavaSyah　aurα02παんdPard地δ（Citratekh424頁）「問題がかくも不可避的に

　　又，急にやってきたのだ］

　　

mere　jivan　me　tum　bαvale4αr　banhαr　ekaeh鱈gδ♪αrl（Citralehha　27頁）r私の人生

　　に，お前は嵐のように突然何故踏み込んできたのか」
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外の動詞の例：

　　滋1うαプ妬「ふとやってくる」

（us）　ん8　netrα　svayam　　乃謬　Vi　Sδtadev　んε　or　gh　it　in　i）a？’e　（Citi、aiekたδ　87頁）　「斥皮の目1ま自

　　ら，Vi6aladevの方にそそがれた」

　　（us）ke　mitkh　se　acdinak　hi　nikalρα短，　7z　ah　［一．　‘（Citrαlekhd　46頁）「突然彼の口から出た

　　一一一いやちがう！」

　　ゐ漉o鉱融dauran　m6　ek　bar　Apαπ砂薦hi加1z　Pa／e「会話の途中に，彼（尊者）は一度，

　　ふと（あっさり）いってしまったj

　　j　eClx　ect　a　ke　sahαsra　mufeh　khutρα解「何千人という民衆の口が開いた」

　　tflMδノ4δ諏方se毎プPare？（Pr．　Kai’mbh21mi　46頁）「お前は今β旦那といい争ったのか」

　　扁喧嘩したのか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　の　　　

　51，予期されぬこと，欲せられないこと，さらには，変翔的なことのニュアンスはραr雁に

よって，次のような，おそらくもっと一般的な結合によっても暗示される。

kabhi－kαbhi　ha？n麟9，閣ezi　Pl¶α硫伽たeた伽解αise≦αbぬb翫L齢海e　ha宅，伽たitα勲

vastavik薦αy　se　bahitt　dar毎Parta　hai（Acclii　Hindi　238頁）「時々我々は英語の影響

　　のせいで，実際の意味からひじょうに遠ざかっているようなことばも書いたりするのだ」

　　　　　　　　　　　　　　　　
このようなことばの使用が誤りであることは，tifehnaとブ2厩の合成によって強められるし（§

42参照）又，その結果が不本意ながらまちがいだらけで，異常なものとなることが，ブδ顧と

餌r磁の合成で明らかになるのである。

　　is　tarah　catne　se　andotan　allt　me　Prαtikriツa　ZttPanna　kαrte　hai，　attr　32κ∫碗r　ki々o薦6

畷θbigar吻毎pαrti　hai（Pitrvoday　160頁）「こんな風なやり方をすると，運動は終局的

　　に反動（反作用）を生む，そして改革のための努力が逆に（意志に反して一一又は意外に），

　　悪化を招くのである」

この場合の，目的語と結びついた他動詞とのParnaの結びつきは珍しいことだ。

4｝　vah　din　たα乞　た乞　A♪　vidvδn　log　うjli　djfta　dete　hα｛1為乞　7πα｛l　A茎）　たe　samne　khal・a　ho　le　ar

　　bolρα壇（Sahitya　kd∫rθッαaltl－PreNa　75頁）「今日は，あなた方学者も，私があなた方の

　　前に立ってしゃべることをお許し下さる日なのです」（話者の意志に反して）

彼がもたらすことは，ほんの二～三の，全く偶然の，そして彼の考えによればおそらく場ちがい

のことばであり得よう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　前文のように次文のParnaにおいても，行為のある種のためらいを強調しているようである。

ltse←αPniδδ抜o）伽Σqkhg　ke　s伽箆εZtghar　Parll為ya？（Sahitva娠‘reyαaur　preyct

　　289頁）「それ（私のことば）を，こんなに大勢の眼前で打明けようか」

ここでも又，目的語と結びついた他動詞と餌∫禰が合成されている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　

　52．始動又は意外の二＝アンスは，気持の動き又はその発表を示す動詞とParnaの合成語の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
場合に顕著である。この場合parndは，急な反対の運動すなわち，突然の上昇運動を表わす

utlznti（§57）と競合する。　Parndの合成語とτ4ゐ磁の合成語聞の差違は規定しにくい。例：

　　Ztmar　Parnd「こみ上げる」（気持が）；解π面厩ρ町纐「微笑む」；ca4k　Parna「驚く」；

bigar餌r磁τ憤激する1；ula　jh♪αr磁「紛糾する1；gα1”aj　Parna　rうなるおro　Parnd

　　「泣く」；知gpαrnCt「目覚める」（おそらく，とくに比喩的な意味で）；hqs　pαrna「笑う」；

　　ブ勿ゴ痂（jhalta＞ParnCt「腹を立てる，不気嫌になる」；utlz　paTnd「不意にきこえる」（holaha9

　　喧騒が）

53．ban餌r顧は「ある結果になる」（形容詞補語と共に），「起こり得る」，「なされ得る」，

「うまくゆく」（「可能である」「成功する」の意味で）等の意味である。例：

　・lln　ke　Vinay　ke　Pad　to　itne　sandar　ba　rt　Pare　hai…　「彼（Tulsidas）のVinayaの詩と

　いえば，とても美しいものとなったのです」

　Pitstakαcchi　banρα戸hai「本はすぐれたものとなった」

aif）ne　se 　ブo　kuch　ban　メ｝α∫露　sab　kai’ke　hrtr　gaytt　（Pr．　Sevasadan　201頁）　「自勢塾こできる懸罫

　はすべてやったが（しかし），失敗した」

　∫伽tak　banρα短to碗g2（Pr．1（αr励罐痂84頁）「夕方までに可能なら（・・うまくいく

　と），私は来るでしょう」

　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　

54，ραr瀬は又，感覚動詞の場合，主体のない自然発生の意味を有する。それ故，自動詞と

も他動詞とも結びつくが，合成語はつねに自動詞である。例：

　　dekhρar7ia「晃える」（自動詞に導かれるdikh　pa．rnaも同じ意味である）；sajh　par”d「患

　　いつく」；sun　Parna「きこえる」；jcin　pαrna「愚える」（しばしば，誤ったふうに）；殿解α勉

　　Parna「分る」

Erltiuterungen　vom　Ubersetzer

　　　訳者による註

①　ヒンディー語の不定詞はすべて語尾が一ndで終るが，この一nclを一fle化したものを，便宜上，変形

　不定詞と訳した。

②　本動詞の話法（話し方）について主観的な潤色を施す助動詞を，ドイツ語で‘MGdale’（話法の助動謂）

といい，dilrfen，　htinnen，　mOgen，　miissen，　solten，　woUenがそれである。

③　インド・ビバ～ル州東北にある町。1日名Mithlla。人口約10万入。
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④　しかしこの翻訳では，便宜上，はじめて出る出典については脚注で示し，既出の出典にっいては例文

　ごとに（）内に示すことにした。

⑤　もともと，デリー，メーラット地方の方言であったもので，現代の標準ヒンディー語の母胎となった

　もの。方言としての「カリー・ボーリー」は言語学的には，西ヒンディー方言群に属する。なお，それ

　を母胎として発展した標準ヒンディー語のことを「カリー・ボーリー・ヒンディー－」といい，両者のち

　がいは「東京弁」と「標準日本語」ぐらいのものと考えてよかろう。カリー・ボーリーが散文学の手段

　として用いられるようになったのは，ようやく十九世紀以降のことであり，その初期の散文体は洗錬さ

　れていないものが多い。

⑥　「それ（サンスクリット）と同一」というのは，サンスクリットからの借用語という意味で，それIC

　対して，サンスクリットに起源を発してはいるが，ヒンディー語本来の語と同化して，借用されたもの

　という意識を伴わない語をtadbhαvaという。ヒンディー語の語彙の大半はtatsamaかtadbliava

　である。

⑦正式にはDeva　Nagari文字といし・，サンスクリット語，ヒンディー語の外に，マラーティ～語，ネパ

　ール語で使われる文字である。なお，ヒンディー語にはアラビア語やペルシヤ語起源の語が沢山入って

　おり，それらに起源を発する発音のいくつかは，サンスクリットの発音にないものであるが故に，Deva

　Nagari文字では表わされない。そこで，いくつかのNagari文字の下に点をっけることによって，こ

　うした発音を記そうとの工夫がなされたのである。但し，今日では余り厳密に，守られていない。

⑧，⑨　サンスクリットには能動態（Paraslnaipada）・反照態（Atmanepada）・受動態（Karmavacya）の

　三つの態があるが，Parasmaipada（parasmaiは「他のために」という意）が，行為が他に及ぶことを

　意味するのに対し，Atmanepada（atmaneはF自分のために」という意）は自分自身のために為す行

　為をあらわす。

⑩　サンスクリットの強意活用lntensive，　Freq〃entativaを作るには接尾E“￥　－ya一を添えて語幹を作り，

　第一種活用のAtmanepadaに．従って活用さ鐘ればよい。その前の母音が低い藩次を示すときはyaが

　yariとなる。それの蓑わす意味は「さかんに～する」とか「何度も～する」ということであるが，それ

　ほど頻繁には現れない。（W。D．　Whitney，‘Sanskrit　Grammar’PP．362－365参照。）

⑪　占有の概念とは，日本語で「ただ」「のみ」で表わされるものである。

⑫　avadhtirav・とは「決断」　「決意」　「決定」　「確定」　「限定」という意。又，　bodhahは「示すもの」

　という意。

⑬　このヒンディー語の意味：「その行為の利益が行為者にのみ得られる動詞と共に，勤詞‘ien［1’が用

　いられる。」

⑭　yllanemle「遠ざかること」
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